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2.2.子音フオネーム

上村幸雄1978の分類方法にしたがって、すなわち、(1)調音の方法、(2)調音の

位置（調音点)、(3)声門の状態（(a)無声音／有声音、（b)喉頭化／非喉頭化)、(4)

口蓋音化・唇音化の有無に四つの観点から諸鈍方言の子音フオネームを分類す

ると、表lのようになる。各欄の左側に口蓋音化や唇音化を特徴としない子音

フォネームを、まんなかに口蓋音化を特徴とする子音フオネームを、右側に唇

音化を特徴とする子音フォネームを記してある。

（表１）

,’

２．２１.調音の方法

諸鈍方言の子音フオネームは、調音の方法によって破裂音、破擦音、摩擦

音、鼻音、流音、半母音にわかれる。破裂音、破擦音、摩擦音は「さまたげ音

(喋音obstruents)」で、鼻音、流音、半母音は「ひびき音（鳴音sonants)」
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である。さまたげ音は声道のどこかの部分で呼気流をさまたげ、そのさまたげ

によってノイズを生じさせるものである。ひびき音は声道のどこかの部分で特

殊な声の共振による効果を生じさせるものである。

調音の方法は標準語の子音フオネームと基本的にはおなじだが、声門破裂音

２を有することが諸鈍方言の子音フォネームの特徴である。

2.2.2.調音の位置

諸鈍方言の子音フオネームは、調音の位置によって両唇音、舌先音、前舌

音、奥舌音、声門音にわかれる。この分類は「音声器官のどの部分が調音者と

して積極的な役割を演ずろか」によるものであるが、積極的に動くことはでき

ないが、可変的な調音者が接している部分として、歯、歯ぐき、うわあご（硬

口蓋)、奥うわあご（軟口蓋）などがあり、これのどの部分と調音者が接する

かも重要である。これまでの観察から、調音の位置も標準語にくらべて大きな

違いはないようである。標準語のぱあいを参考にしながら諸鈍方言における子

音の調音の位置についてみるとつぎのようになる。

(1)両唇音のｐ,ｐｊ,ｂ,ｂｊ,ｍ,ｍｊは上下の唇で調音される。

(2)舌先音のうち、ｔ，,ｔ`,。,、,、jは舌くり（舌面の先端の部分）と上の歯ぐ

きの前歯よりの部分から前歯の裏にかけての部分とで調音され、ｒ,ｒｊは

舌先と歯ぐきのつきだした部分とで調音される。また、Ｓは舌くりと歯ぐ

きとのあいだで調音される。ｊは前舌面のもちあがりによって、ｓよりも

調音の位置がうしろにずれる。ｔ`1,ｔ'Ｍ３も１と同様である。

(3)前舌音のｊと？jは前舌面と上あご（硬口蓋）のあいだでつくられる。ｈｊ

も同様であるが、標準語のそれにくらべると、狭めがわずかにひろいよう

である。

(4)奥舌音のｋ',ｋ`,ｇは奥舌と奥うわあご（軟口蓋）とのあいだで閉鎖をつ

くるが、ｋ,j,kuj,ｇｊはそれよりもやや前よりのようである。

(5)声門音のｈは開放された声門のあいだをとおるときにでる摩擦音である。

標準語のぱあい、ｈｗは上下の唇のあいだの狭めによってつくられる両唇

摩擦音[①］であるが、諸鈍方言のｈｗは、標準語にくらべて上下のくち
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びるでの狭めがややひろい。ｈｊも標準語のｈｊ［9］に比べるといくぶんひ

ろい。また、諸鈍方言のｈｗ,ｈｊの呼気は標準語のそれにくらべるといく

ぶん弱いようである。中舌母音Ｉと結合するときのｈは、［x］にちかくな

るようである。

声門破裂音？1よ声門での閉鎖とそれにつづく急激な開放によってつく

られる。

2.2.3.声門の状態

諸鈍方言の子音フォネームも、標準語の子音フォネームと同様に声門での声

(声帯の振動）の有無によって無声子音と有声子音にわかれる。さまたげ音は

無声子音と有声子音にわかれるが、ひびき音はすべて有声子音である。諸鈍方

言の場合、そのほかに声帯の緊張と閉鎖の有無によって喉頭化した子音フオ

ネームと喉頭化しない子音フォネームとにわかれる。

喉頭化した子音フォネームは、子音の持続において声門が閉じられ、喉頭全

体がもちあがり、くちむろでの調音と同時に、あるいはごくわずかに遅れて喉

頭の閉鎖が開放される。喉頭の閉鎖によって肺から口むろへの呼気が妨げたげ

られるため、喉頭化しない子音フォネームに比べると、口むろでの気圧が高く

なく、呼気の流出が少ない。破裂音や破擦音が喉頭化したものを単に無気音と

いうこともある。実際にこの音を発するとき、細く破った紙を口もとにもって

いっても、大きくゆれることはない。

この喉頭化／非喉頭化の対立は北琉球諸方言の多くに共通にみられる特徴で

ある。諸鈍方言のぱあい、さまたげ音のうち破裂音と破擦音に有声音と無声音

の対立があり、ひびき音は有声音のみで、有声／無声の対立がない。さまたげ

音における喉頭／非喉頭の対立は無声子音にみられ、ひびき音における喉頭化

／非喉頭化の対立は有声子音にみられる。（注１）

諸鈍方言の喉頭化した子音フォネームの系列と喉頭化していない子音フォ

ネームの系列はつぎの表のような対立をしめしている。上の列が喉頭化した子

音フオネームの系列である。まんなかの列と下の列が'喉頭化していない子音

フオネームの系列であるが、まんなかの列は無声子音で、下の列が有声子音で
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ある。喉頭化した子音フオネームには有声子音と無声子音がある。

（表２）

〔k'2k`:g〕〔t，:t`:｡〕〔k,ｗ:k`ｗ:9Ｗ〕〔k'j:k]j:gj〕〔t'Ｍｊ:d3〕の対立は調音
の位置、調音の方法が同じで、声門の状態のちがいのみの対立であるが、

〔?:h〕〔２Ｗ:ｈｗ:ｗ〕〔?』:hj:j〕はかならずしも調音の方法がおなじではない。

？は声門破裂音（喉頭破裂音ともいう）であり、ｈは声門摩擦音である。両者

は厳密な意味での有声・無声の対立物を欠いている。また、２Ｗと?jは喉頭化

した半母音で、ｗとｊが喉頭化しない半母音で、ｈｗとｈｊは摩擦音である。

摩擦音ｈは、ふつうの呼吸のときよりわずかにせまく開放された声門に

よってつくられるが、このとき声道はすでに後続する母音ごとにちがった形を

とっている。これに対して声門破裂音？(よ、母音の発音に際しておこる声門

の閉鎖とそれにつづく急な開放によってつくられる破裂音であって、そのとき

の声道の形は後続する母音の形をとっている。両者は調音の方法を異にする

が、それぞれが対立物を欠き、おぎないあっているといえる。ｈｊとｊと？j,ｈｗ
とｗと２Ｗについても同様である。

両唇を調音点とする子音フオネームの系列には喉頭化した無声の破裂音ｐ

[p，］と喉頭化しない有声の破裂音ｂがあるが、喉頭化しない無声の破裂音

[p`］はフォネームとしては存在しない。喉頭化した無声の破裂音ｐ[p'］は擬

声擬態語や外来語、その他の特別な単語や活用形においてのみあらわれるよう

である。

［p'i:－１ｐ，i:］ひよこの鳴き声

［p，i:可ｐ,i:］貧乏なざま

［p'０ｍ~'ｐ，ul)］水に物の落ちるさま（深い）

［p,ａｍ可ｐ'ar)］水に物の落ちるさま（浅い）

－５－

？ ？ｗ ？〕 ｋ ｔ k,ｗ ｋ
、●

］ t'１ ｐ

ｈ hｗ ｈ〕 ｋ ｔ k`ｗ ｋ
６巳

］ t`Ｉ

Ｗ

■
刊
■
０
． ９ ． ９Ｗ 9Ｊ 。３ ｂ



［へp'al]］パン、［卜p'el〕］ペン

摩擦音s,ｌ、鼻音、,、,ｍＬｎｊ、流音r,ｒｊは喉頭化しないフォネームの系列

で、有声子音である。

喉頭化した子音フォネームの系列と喉頭化していない子音フォネームの系列

の対立の語例をしめせばつぎのようになる。

｜:鱈：蔓漂

Ｗ:筆

lWWｿ：；
にＨｌＭｉｉ

また、喉頭化した子音フォネームと喉頭化しない子音フォネームとは語頭ほ

ど明確ではないが、語中でも対立し、つぎのような最小対立の例がみられる。

｜;；冨:：（剛
喉頭化したフォネームはつぎのようなぱあいにみられる。

①無声の破裂音、破擦音がせま母音i,ｕと結合した音節に由来するばあい。

ｏｋｉ＞ｋ'iInju：昨日 （注３）

ｋ'iしｍｏ：肝

？iIWi：息

ｔ'Yしk,Y：月

・ｋｕ＞ｋ'ｕｌｍｏ：雲

１ｋ，uｐ首

？aＷｕｐあくび

・tli＞⑱tTi：血

？iしt,li：市

・tsu＞ｔ，'しｍｒ：爪
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ｔ，Ｔｋ,i：月

ただし、．ki,＊ku,＊tji,＊tsuに対応する音節でも、その音節の母音が無声化

するとき、先行する子音は喉頭化しない子音フォネームであらわれる。

〔k`↓〕〔k`i''1ir〕煙管、〔k`』しt,a:〕北、

〔k`!〕〔k`９１'k,i:〕茎、〔Ｗ'sa:〕草、〔k`『su:〕糞、〔k11し】i:〕櫛、

〔t`nJ〕〔tＷしt'u:〕一年

②語頭の音節のせま母音が無声化して、さらにその音節が脱落したぱあい、

つぎの音節の子音が喉頭化して、語頭にあらわれる。

八t，aｔ二つ

トビａｒ 二人

Ｉ't'１ｔ一つ

腰t,ｊｕｒ一人

鯵t,ｌｕｘ 人

③先行する音節のせま母音が無声化したぱあい、つぎの音節の子音が喉頭化

する。（②のぱあいもこの過程を経たものとおもわれる。語頭の無声化した

母音を含む音節でたくさんの呼気が使用されるため、呼気を制御するために

喉頭の筋肉がはたらいておこったのではないかと予想される｡）（注4）

hrk，jos 挽き臼

ｔ`19''k，a：薬麟

ｓｉ１'t0a： 砂糖

ｈｕＷｏｎ 布団
Ｏ

④先行する音節が閉音節で、その音節末の子音と、それに後続する子音とが

同じ音価のぱあい、後続する子音が咽頭化する。

ｍｆｐ可ｐ,ｏめくら

ハｔＴｋｒｋ'０こぶし

！､sｌｋｒｋＷａ西瓜

ｍａＰｔ，aｐ蛇の一種
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２２４閉音節の生成と音節末の子音

日本語の標準語、および多くの方言において、子音フォネームは音節内での

位世可機能にしたがって音節をひらく子音フォネームと音節をとじる子音フォ

ネームとに分類される。琉球列島の多くの方言においても同様である。このぱ

あい、音節を閉じる子音フオネームは、もっぱらＣＶＣ構造の閉音節の末尾に

くる子音フォネームで、つまる音（促音）とはねる音（援音）とよばれるもの

である。つまる音はさまたげ音で、はねる音は鼻音であるが、それぞれの実際

の音価の違いは問題にされず、後続する子音によってその音価が決定される。

これは日本語に特徴的にみられるものである。

しかし、諸鈍方言にも次の語例にみられるように、ＣＶＣ構造の音節末にく

る子音があるが、標準語とは違ってその音価は後続の子音によって決定されない。

ハ?ｉｔｒｋ'ａ五日ｋ'ｕｐ可t,lam縛ったｓａｋ可rａ桜

また、語末にも自由にあらわれ、音節をひらく位置にあらわれる子音と同様

にその音価のちがいが意味の弁別に重要な役割をになっている。

’、ｍｕｌ虫㈹ｍＹｔ水⑯k,uｐ首

Ｉ、lumするへｍｉｔｌ道’、k,uｋ釘

卜ｍｕｍ籾卜ｍｕｎ物１，k,utI口

つまり、諸鈍方言の子音フォネームは音節をひらく位置にも、音節をとじる

位置にも自由にくることができるのである。これらの事実から諸鈍方言の音節

末にあらわれる子音を標準語などと同様に「はねる音」「つまる音」とみなす

ことはできないだろう。諸鈍方言の子音フオネームには音節をひらく子音フオ

ネームと音節をとじる子音フォネームという音節内での位置や機能にしたがっ

た分類をあえておこなう必要はない。

母音の項でものべたように、諸鈍方言の閉音節構造をもつ単語は母音が無声

化したときのみ生成されるのではない。そのことは無声子音＊k,。t1,.tsの後

の狭母音i,ｕだけが消失するのではなく、有声子音｡9,..3,.b,．ｍ,．､,ｏｒの
後の狭母音が消失していることからも、容易に推測される。この弱化は、あと

でのべるように、prosodicな条件とphonematicな条件との相互作用によって

おきるのである。
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狭母音＊i1＊ｕの弱化による閉音節の発生、成節的子音の生成という現象は、

南琉球方言のなかの宮古諸島方言にも顕著にみられるのだが、宮古諸島方言の

閉音節は、摩擦音s,ｆ,ｖ,鼻音、,、などの子音に限定されていて、破裂音や

破擦音が閉音節をつくることはない。また、宮古諸島方言の母音の弱化は語頭

の音節でもおきていて、／ＣＣＶ／という音節構造を発生させている。諸鈍方

言をはじめとする奄美大島南部方言の母音の弱化／閉音節の生成と、宮古諸島

方言の母音の弱化／閉音節．成節的子音の生成とはおおきくことなるものであ
る。

音節をとじる位置にくる破裂音や破擦音には，語頭にみられる喉頭化／非喉

頭化の対立がみられず，喉頭化／非喉頭化の対立が中和される。また、音節末

尾での中和の現象は喉頭化／非喉頭化の対立だけでなく，破裂音と破擦音のぱ

あい、有声／無声の対立も中和される。（注5）

(1)さまたげ音のぱあい（表３） 厚

原
(2)ひびき音のぱあい （表４）

有声子音に起源をもつ例

①有声の破裂音

し？０ｋ扇

ＩＷｕＰ 首

②有声の破擦音

㈱gutjrrja鯨

’Ｗｏｔｊ麹

－９－

kｉｋｕ

９１ gｕ

ｋ

bｉｂｕ

ｐ

lｉ

Ｉ

Ｓｕ

Ｓ

tli

d3i

tｊ

tSu

dzu

ｔ

ｎｌｎｕ

、

ｍｉｍｕ

、

ｒｌｒｕ

ｒ



１，，１ｔ 水

③鼻音

Ⅸｍｕｍ 籾

応ｋ`ａｍ 紙

し？ｉｎ 犬

④流音

八ｔ`ｕｒ 鳥

’､hir昼

無声子音に起源をもつ例

①無声の破裂音

’､juk雪

公slk鋤

②無声の破擦音

ＩＷｕｔｌ口

１，t，ａｔ二つ

③無声の摩擦音

低haI橋

応hul星

ｌｉＩＷａｓ 師走

以上の語例のうち、有声音に起源をもつものは、「～も[-ｍ]」という係助詞

をともなったとき、［k］～［g]、［p］～［b]、［tl］～［d3]、［t］～［｡］と

いう無声子音と有声子音との形態音韻論的交替をし、無声音に起源をもつもの

は、［k］～［k,]、［tl］～［t,!]、［t］～［t,］という喉頭化音との形態音韻

論的交替をして、閉音節化する以前のふるい形であらわれる。このとき、子音

が元の形であらわれるだけでなく、母音も復活してあらわれる。（あるいは、

もとのまま保存されているというべきか｡）

し？０ｋ→？ｏ:しｇｉｍ 扇も

ハjuk→ｊｕ１ｋ'ｉｍ 雪も

nhwak→ｈｗａＷｕｍ箱も

－１０－



０，ｋ，ｕｐ－やｋ'uへbim 首も

Ｉ､ｋｂｔｌ→ｋ`o:可d3im麹も

いk，utl→ｋ，uＷｌｉｍロも

ＩｍＹｔ－。ｍｆﾄdim 水も

しt'1ｔ→ｔ，i:しt'１ｍ一つも

侭ｈｕｌ－・huI､ｌｉｍ 星も

0,t`ｕｒ→ｔ`u公rim鳥も

ハhir→ｈｉ侭rum 昼も

し？ｉｎ→ziI'num 犬も

侭ｍｕｍ－÷ｍｕ１､ｍｉｍ 籾も

音節を閉じる位置にくる子音フォネームが単語の途中にあり、その子音の後

に有声音がつづくようなぱあい、後の有声子音の同化作用（逆行同化

reprogressassimiration）をうけて有声の破裂音のバリアントがあらわれるこ

とがある。（注6）

［'､hikrru～！､higrru］垢

［帆zaprra～仇?abrra］油

［sak可、～sag可ra］ツツジの一種（桜に対応）

閉音節構造の音節は、単語のリズム＝アクセント的構造とフォネーム的構造

の両方の条件の相互作用によってできたものである。閉音節の単語は、「国語

アクセント類別対応表」の２拍名詞のうち、１，２類の単語が圧倒的におおく、

しかも、単語の末尾の母音がi,ｕであったものであり、３，４，５類にはごくか

ぎられた単語でしか閉音節構造がみられない。

諸鈍方言の１，２類の単語は、他のおおくの琉球列島諸方言、とりわけ、北

琉球方言におけるぱあいと同様にacuteaccentをもつ。諸鈍方言のacute

accentは下降調で、筋肉の弛緩とともにピッチが下降し、呼気流量も減少す

る。そして、ｉ,ｕは他の母音にくらべると、声道の音響管としての効率のわる

さから相対的におおきい呼気流量によって声帯をつよく振動させるにもかかわ

らず、相対的にきこえのちいさい、つよさのつよくない音声である。単語アク

セントの型、母音i,ｕの空気力学的な性質、そして、この母音が語末にくる
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というフォネーム構造のみつつの条件があいまって閉音節構造の単語を生じさ

せたのであろう。２拍以上の名詞についても同様な条件をかんがえるべきであ

るが、そこにはさらに、諸鈍方言が強音節と弱音節を交互にくみあわせるとい

う単語のリズム＝アクセント的構造が重要な条件となる。

①１，２類の単語で語末がｃｉ,蟻ｕのぱあい。

’､Ｐｉｐ 海老（2-1）

卜ｍＹｔ水（2-1）

ハ?iｌ石（2-2）

卜nat夏（2-2）

②１，２類の単語で語末が｡a,．e,．ｏのばあい。

niIWa：庭（2-1）

ｋ，u'、ra：鞍（2-2）

ｈｉ１、gi：髭（2-1）

ｍｕＩ､､1２胸（2-2）

ｎｕ１､no：布（2-1）

？uWu：音（2-2）

③３，４，５類のばあいは、末尾の母音がi,ｕでも閉音節にならない。

ｍｉ１ｍｉ：耳（2-3）

ｈaしri：針（2-4）

？aしk,i：秋（2-5）

ｔ，ｺﾞﾚk,i：月（2-3）

２uしSIX臼（2-4）

ha1Tu：春（2-5）

〔例外〕つぎの語は母音ａ,ｏに対応する母音が脱落して、閉音節をつくって

いる。

Ｉ､hwak箱（2-1）

ＩＷａｔｒｎａ刀

ｔ,aIbakたばこ

［侭?ｉｒｒｋ`i］鱗、［t'1r~igjo］井戸などの音節をとじる子音ｒは、先行する
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母音ｉと後続する口蓋音化した子音とにはさまれているために、それ自身も口

蓋音化していて、Ｐ､?irirk`i］［t'Yri可gjo］のように聞こえる。しかし、諸鈍

方言には○○○という短い音節だけからなる単語は存在しないという音節＝リ

ズム構造上の理由によって、これを［ri］とみなすことはできない。

また、音節を閉じる位置にくる子音フォネームが単語の末尾にきて、外破す

るとき、その子音が口蓋音化しない子音のぱあい、外破の気音とともに［!］

のような音色がきこえ、口蓋音化した子音のぱあいは、［j］のような音色がき
こえてくる。

’､k'up([)（首)、しhjak(1)（百）

卜?ｉＩ(i)（石)、'､k'utI(1)（口)、

当初、この外破するという音声現象を大切にし、それを記述するため、

[侭k'up(i)］［１ｋ，utl(i)］のように無声化した母音を括弧に入れ、子音の右肩に小

さく添え書きした。だが、単語のリズム＝アクセント的構造からみると、外破

の際に生ずる気音を無声化した母音［i］［j］とみなすことはできない。（注7）

仮にこれを無声化した母音とみなすと、上記の単語は○○、あるいは○○○

という短い音節だけからなる単語ということになる。しかし、これらの単語は

以下にみるようになが母音を含む開音節の長い音節の単語とおなじ、ながい１

音節の単語である。

○・○

ＩＷｕｐ（首）ｋ,uｐ１ｎｕ（首が）

lWY：（毛）k1f:可nｕ（毛が）

しhjak（一つ）卜hjakrnu（百が）

しja：（家）侭ja:Ｆｎｕ（家が）

音節末にくる子音が外破して軽い気音がきこえるのは、諸鈍方言の音節末の

子音が喉頭化していないためであろう。（注8）
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2.2.5.子音の口蓋音化と唇音化

2.2.5.1.口蓋音化した子音フォネーム

諸鈍方言の子音フオネームは、標準語の子音フオネームとおなじように口蓋

音化を特徴とする子音フオネームの系列と口蓋音化を特徴としない（同時に唇

音化も特徴としない子音フォネーム）の系列の対立がある（注9)。諸鈍方言の

すべての子音フオネームはこのいずれかに属することになり、パラレルな対立

をしめしている。

ｋ'ｊｋ１ｊｇｊｐｊｂｊｔ'ｌｔｌｄ３ｎｊｍｊｒｊｊｈｊ２ｊｊ

ｋ,ｋ‘ｇｐｂｔ，ｔ１ｄｎｍｒｓｈ？－

母音の項でものべたように、口蓋音化を特徴とする子音フォネームは中舌母音

e,ｆと結合しないし、口蓋音化を特徴としない子音フオネームは、前舌母音e，

iと結合しない。それぞれが対立物を欠いている。

にＢｂｌＦ忘雷Ｗ：雷｜
しかし、両者は以下のように相互におぎないあっているものとみなすことに

する。

'1'|：鷺Ｗｉｉ：爵|伽）

'２)|：！：！：！：：｜
上のｂ:bis:lのようなパラレルな対立を示すもののほかに、以下のような、

不完全な対応関係のものも見られる。（注11）

'3'|：皐蜜蓋欝’
'化芒蓋琵努｜
(4)の／？je／は、［2je］～［?e］のような音声的なバリアントがみられる

が、母音の音色、舌の硬口蓋へのもちあがりの程度などから、これを鋤音節に

属するものとする。
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(3)(4)のようにどちらか一方に欠けた音節をふくむものにはｈ:hj，ｋ，:k'j，

k`:k`j,ｎｍｊ,ｍ:ｍｊ,ｒ:rj,ｐ:pjがある。

(馴に：ｉ１ｉｉｆｉＷ（１W｜

'`)ｌＷＩｊドザｉＨｉＷＷ１ｌｌｌ

(7)|蓋Ｗ篭苛烈
以上の(5X6X7)は、口蓋音化しない子音フオネームの系列が破裂音で、口蓋音

化した子音フオネームの系列が破擦音である。それぞれに対立する口蓋音化し

た舌先破裂音や口蓋音化しない舌先破擦音がなく、お互いがおぎないあってい

る。この相互移行の関係は以下の例にみられるような先行する前舌狭母音ｉの

順行同化作用による口蓋音化現象に確認することができる。（この変化の途中

に．t』．｡』があったことが容易に推定できる。）

。iｔｏ＞？iWlu：（糸）

Chidari＞ｈｉﾚd3ar（左）

参考＊ｍｉｎｏ＞ｍｉ１､njo：（蓑）

口蓋音化した子音フオネームは次のようなぱあいにあられわる゜

(1)標準語の鋤音節に対応してあらわれる。

しbjok病気Wjo:ｒｄｅ兄弟

しmjotl名字ハhjak百

ハｍｊａｋ脈ｒｏｐ１'pjak六百

(2)前舌狭母音／ｉ／の影響（進行同化）によって後続する直音節が勘音節化し

てあらわれる（前号の狭母音／ｉ／を参照）

？i'､k`ja：イカｍｉｒｋ，ja:''dIk三日月

hi1u3ar左ｌiしrjam武

Mgjal東

(3)標準語の強変化動詞（古代日本語四段動詞）に対応する諸鈍方言の動詞の語

幹末にあらわれる。
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行く（力行四段）

漕ぐ（ガ行四段）

殺す（サ行四段）

持つ（タ行四段）

死ぬ（ナ行四段）

買う（ハ行四段）

言う（ﾊｲﾃ四段）

飛ぶ（バ行四段）

遊ぶ（バ行四段）

飲む（マ行四段）

坐る（ラ行四段）

行った（力行四段の過去形）

した（サ変の過去形）

来た（ラ変の過去形）

?iI、kjum

k`uvgjum

k,urlum

muしtTum

liI､njum

kbTum

へ?jum

fuﾚbjum

?aｐ~Ipjum

nul/mjum

ji卜rjum

?i'、d3am

1Tam

k`1応t,lam

２２．５．２.唇音化した子音フオネーム

諸鈍方言において唇音化を特徴とする子音フオネームと唇音化を特徴としな

い子音フォネームの対立は以下のとおりである。

ｋ,ｋ‘ｇｈ－？

ｋ'ｗｋＷｇｗｈｗｗ？ｗ

以下にしめした(1)～(4)はいずれも声門、軟口蓋を調音点とする子音フォネー

ムである。（5)は喉頭破裂音？と喉頭化した半母音の対立で、（6)は半母音の対

立である。

川Ⅱ:卿ＨＷｌＩｌｌｌ
獺ljii卿:窪MＩＩ
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艫'三驫慕奮葦｜
,化患農産割
'瓢に二三窒引
)`に臆：:｜
問題になるのは(6)のグループのなかの／ji／／ｗｕ／／ｗｏ／をどう解釈す

るかである。

／ｗｏ／は語例は少ないが、語頭では［ｗｏ]、語中では［,o］であらわれる

傾向があり、［ｗｏ～'０］とゆれている。唇音化を特徴とする子音フォネーム

と奥舌半広母音ｏとが結合した音節（合勤音節）とみなすことができる。合

拘音節に半広母音／ｏ／を含むのは／ｗ／だけである。

［しｗｏ:］王様、［１Ｗo:］目上の人に対する返答

［t,laow'０:ｒｋ`e］茶請け、［１，k`jaorro］ごめんください

／ji／は実際の発音は［,i］で、ゆるやかに声がたちあがり、喉頭化した

[?i］と対立している。

｜;童!;鑿
喉頭破裂音／？／を有している方言において、［！］は、その喉頭破裂音と

対立する喉頭化していない母音のいりわたりにおけるゆるやかな声だてを表示

するもので、「ゼロフォネーム」とよばれるものである。上村幸雄1991にした

がって、首里方言などと同様に／，i1Ti:.／とすることもできるが、諸鈍方言の

ぱあい、／ｋ，i／／ji／などと同様にこの音節が鋤音節の系列にふくまれるこ
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とから、他の／ｊａ／／je／／ｊｏ／／ｊｕ／と同様に／ji／と表記する。

／ｗｕ／も実際の発音は［,u］で、ゆるやかに声がたちあがり、喉頭化した

[?u］と対立している。諸鈍方言の母音フォネーム／ｕ／は円唇であり、これ

と結合する子音フオネームも標準語にくらぺてもかなりの程度に唇音化してい

る。

標準語のぱあい、／ｋｕ／／ｍｕ／／ｈｕ／を合鋤音節にはふくめず、その

子音フォネームを唇音化した子音フォネームには分類しないのと同様に、諸鈍

方言でも／ｋ，ｕ／／ｍｕ／／ｈｕ／を合勤音節にはふくめず、／ｋ,／や／ｍ／

を唇音化した子音フオネームと認めない。おなじように、［'u］を合鋤音節と

はみとめず、首里方言のように／，ｕ／とすることも可能である。しかし、そ

れだと下の(7)のようになり、／，ｕ／だけが直音節になり、その音節だけのた

めに／,／というフオネームをみとめなければならない。

`剛に器：別
変則的ではあるが、／ｗｏ／の場合と同様に／ｗｕ／とする。

摩擦音ｈ:ｈｗ:hjの系列には、例外的に／hwi／という音節がある。これはｐ

→ｈｗ→ｈという琉球方言にみられる唇音性の後退のプロセスで残った残津で

あろう。

rhwi:〕女陰

2.3.1.両唇破裂音／ｐ／／ｂ／

／ｐ／〔p'〕，／pj／〔p'j〕は無声の両唇破裂音で、

／ｂ／，／bj／は有声の両唇破裂音である。

|：エエ(墨)認｜

|：(霊)墨毘馴

喉頭化している。
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2.3.11.／ｐ／／ｐｊ／

標準語のハ行の子音に対応して諸鈍方言では／h／があられわるため、／P／

は語例がすぐない。先述したように、諸鈍方言に特徴的にみられる喉頭化・非

喉頭化の対立はこの無声の両唇破裂音においてはみとめらない。喉頭化しない

〔pDが音声的にはみとめられるが、喉頭化した〔p,〕と音韻論的に対立する

ものではない。（注12）

／pl／〔2ap可ｐ'1〕遊べ（命令形）

／pe／〔?ip可p，e〕一杯

／pa／〔?ap7p,ａｍ〕遊ばない、〔p，ａｍ可ｐ'aり〕水に物のおちるざま、

／PC／〔lmlPrpb〕盲人、〔p，ｏｍ可p'u,〕〕水に物のおちるざま、

〔?aがp'０〕遊ぼう（さそいかけ形）

／pu／〔?ap可p'una〕遊ぶな、〔p'０ｍ~'p，ul〕〕水に物のおちるさま、

／pi／〔p'i:可jo:〕雛、〔p'i:可p,i:〕雛の鳴き声、貧乏なさま、

／pje／〔卜p，e､〕ペン（新語）（注13）

／pja／〔ropしp'jak〕六百、〔hapI'p,jak〕八百、

／pjo／欠

／pju／〔?ap可p，jum〕遊ぶ（注14）

／ｐ／〔'､?abrm〕油、〔卜k，up〕首、〔'､?ip〕海老、〔侭rup1､rup〕犬の鳴き声、

〔卜lip〕歳暮、〔Pap可p，jun〕遊ぶ、〔侭mlprp'０〕盲人、

〔k'up可tTi〕縛って、〔?a卜k'up〕欠伸、〔t`o:しk,ip〕とうもろこし、

〔恢k'jup〕細帯、〔ﾄk,ibrrja〕葱、〔帆k`fbrra〕森・林、

〔WiprtTo〕急須

閉音節末にあらわれるｐは、後述するように標準語の｡bi,．bｕに対応して

いる。

〔'､?aprra〕油、Ｕ､koup〕首、〔'､zip〕海老

〔､aしslp〕茄子

また、標準語の／ｍ／に対応してあらわれる／ｂ／が音節をとじる位置に

あらわれて、／ｐ／になる。

〔２a1Tip〕汗疹（あせも)、〔k`Ip可sa〕煙い、〔２up7sam〕重い
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〔へk`uprra〕ふくらはぎ（腓［こむら)])、〔nlp丁rjum〕眠る、

次の語は標準語のハ行子音に対応していて標準語との対応が特殊である。

〔I't`ijp〕台風、〔しt`op〕豆腐、〔t`op可ｍａｒｍｌ〕大豆（｢豆腐豆」の意）

音節末の／Ｐ／〔p，〕は有声子音の前にきたとき、〔b〕であらわれることが

ある。これは後続の有声子音の影響による逆行同化の現象であろう。

〔１，t`Iprrja〕～〔八t1iibrrja〕掌

〔'､?iprri〕～〔１，２ibrri〕ものもらい

〔侭k0uprra〕～〔侭k`ubrra〕ふくらはぎ

〔卜kⅢibrrja〕葱、〔IWIbrra〕森・林

２３．１．２／ｂ／／ｂｊ／

有声の両唇破裂音／ｂ／の多くは標準語の／ｂ／に対応してあらわれる。

標準語

／ba／－／ba／〔ba1Ta:〕芭蕉、〔suしba:〕側

／bi／－／bi／〔?uしbi:〕帯

／ｐ／〔１ｋ，up〕首、〔I、?ip〕海老、

／bu／－／bu／〔k`u〃bu:〕昆布、〔仇bun〕盆

／ｐ／Ｕ､?abrra〕油

／be／－／bl／〔naI'bl:〕鍋

／bo／－／bu／〔t''八bu:〕壷

標準語のぱあい、和語は語頭に濁音がくることがないが、諸鈍方言は多くの

琉球諸方言と同様、濁音（／ｂ／）が語頭にたつ。

〔buITi:〕節（関節)、〔buI'ra:〕ホラ貝、〔biしk'i:〕蛙、

〔卜bal〕くわず芋、

標準語の／ｍ／に対応して／ｂ／があらわれることがある。

〔k`f'､buj〕煙、〔kpuI'bu:〕蜘蛛、

その他の語例

／bI／〔haﾄbI:rra〕蝶々、〔'､?i:rbf〕指、〔nuI'bii:〕喉、

〔menrarbI〕若い娘、
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／be／〔】i八rja:「be〕はたけ（皮膚病の一種）

／ba／〔ｊｉ１/bar〕小便、〔busしsuk〕仏桑華、〔suvba:〕唇、

〔k`uﾄba:〕浦葵(〈ぱ)、〔､aしba:〕茸、〔sa1､ba:〕草履(ぞうり）

／bo／〔しbo:〕棒、〔dlI/bo:〕尾

／bu／〔八bur〕鞭、〔I､bul〕帽子、〔k`uしbu:〕蜘蛛、〔guI/bu:〕ゴボウ、

〔lil'bur〕冬瓜、〔､１１、bu:ｒｔ`u〕ねぶと、〔tDf卜buI〕膝、

〔gal/bu:〕瘤（こぶ)、〔?avM〕畦、

／bi／〔biしｗａ:〕ビワ、〔biﾚk'i:〕蛙、〔nbinrta〕頬、

／bje／〔iTimrbje～'、limrbe〕カンパチ

／bja／〔へbja:〕山羊の鳴き声、〔sanI'bjak〕三百

／bjo／〔しbjok〕病気

／bju／〔?asしbjum〕遊ぶ、〔t`uしbjum〕飛ぶ、〔ｍus可bjum〕結ぶ、

〔k`aibjum〕嗅ぐ

2.3.2.舌先破裂音／t`／／t`／／ｄ／

／t,／と／t`／はいずれも無声の舌先破裂音であるが、前者は喉頭化し、

後者は喉頭化していない。／ｄ／は有声の舌先破裂音である｡舌先破裂音は

いずれも口蓋音化しておらず、口蓋音化した舌先破裂音はない。これに対応す

るのは舌先の破擦音で、／t,j／／ｔＴ／／d3／である。

に；エドニェユ｜
に１１$い;Ｍ二難’

'二1墓基患馴
2.3.2.1.／t，／／t`／

諸鈍方言の／t,／／t`／は、基本的には標準語のタ行の子音／t／に対応して

あらわれる。標準語の夕行の音節との対応関係はつぎのとおりである。
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標準語

／ta／－／t`ａ／〔しt`a:〕田、〔waI't`a:〕綿

／ci／－／tTi／〔しt，Ii:〕血、

〔tli〕／tj／〔卜k'utl〕口、〔k`aWatl〕形

／Ｃｕ／－／t'f／〔t'1俗ｍｉ:〕爪、〔t，ｶﾞﾄdiim〕鼓

〔tsu〕／ｔ／〔hVt可k，a〕二日、Ｕnat〕夏

／te／－／t`I／〔しt`Y:〕手、〔WIn〕天

／to／－／t`ｕ／〔t`uしji:〕樋、

／t`ｏ／〔?iしｔｂ:〕糸

標準語の「夕」「テ」「卜」の子音／ｔ／に対応して諸鈍方言では喉頭化しな

い／t`／があらわれ、／t`ａ／／t`Y／／t`ｕ／（あるいは／ｔｂ／）となる。

標準語の「ツ」に対応しては／t'1／あるいは母音が弱化して消失し、音節を

とじる／ｔ／があらわれる。諸鈍方言で破擦音｡tsが破裂音化して／t,／に変

化したものと推測される。標準語の「チ」に対応する音節の諸鈍方言の子音は

喉頭化した／tUi／もしくは母音が弱化して音節をとじる／tl／があらわれ

る。

また、諸鈍方言は語中でも喉頭／非喉頭の対立があり、先にのべたような規

則的な対応からすると喉頭化しない子音があらわれるはずのものが先行する音

節の母音が無声化したために、喉頭化した子音／t'／があらわれる。

／t'ａ／〔hVWa:〕蓋、〔siI't'a:〕砂糖、

／t,Y／〔s1I/t'1t〕蘇鉄

／t'０／〔h9Won〕布団、

／t，ｕ／〔kVt'ul〕今年、〔t,luI't,u:〕一年

さらに、先行する無声化した音節が脱落してつぎのような喉頭化した子音が

語頭にあらわれる。

〔しt'1t〕一つ、〔１，t'at〕二つ、〔１，t,ar〕二人、

音節をとじる／ｔ／は後続の子音の逆行同化によって〔｡〕になることもあ

る。

／ｔ／〔!､mit〕水〔mYd可garml〕水瓶
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〔侭?it〕いつ〔?id可dijm〕いつでも

その他の語例

／t,Y／〔t'1r可gjo〕井戸、〔t,'し､a:〕網、〔?wa:しt，iik〕天気、

〔，ut可t'i【〕一昨日、〔t`nJしt'1k〕ひとつき、〔t'1:しt`at!〕ついたち、

〔?i''t0iit〕五つ、〔ﾄt,ftl〕頂、〔t，Y、ra:〕顔、〔mai､t,ftl〕つむじ、

〔t，'しdii:〕唾、〔t'1ﾄbuI〕膝、〔k`９１/t'1:〕雄牛、〔t'fしno:〕つの、

〔t,ｍしdar〕蝸牛、〔hリレt'1:〕ヨモギ、〔t''しbur〕夕顔の実、

〔t`０．t'f''bur〕南瓜、

／t'6／〔ha1､t'6:「he〕畑、

／tDa／〔ﾄt，at〕二つ、〔八t'ar〕二人、〔t，a侭k`ijr〕二回、〔k`avt，a:〕肩、

／t'ｏ／〔ha't,o:〕鳩、〔h11,t'on〕布団、Ｕ､?ilrt'０:可ban〕蝋、

／t'u／〔t`hWu:〕一年、〔k`９１'t,uI〕今年、

／t`i／〔t`Y峡｡a:〕太陽、〔?a'､sa:ｒｔ`ii〕明後日、〔１，t`ｒｋｒｋ'o〕拳、

〔侭t`ibrrja〕掌、〔?u１，ｍu:「t`I〕表、〔t`aしt`ii:〕縦、

〔t，iik~Ｗｊｕｍ〕つつく、

／t`②／〔guしt`e:〕体、〔しt`6p〕台風、〔k`art`e:しmun〕おかず、

／t`ａ／〔?iPt`a:〕板、〔t`aPru:〕桶（樽か)、〔k`urga:可t`ａｒｎａ〕小刀、

〔､art`a:〕鉈、〔?aしt`ar〕菜園、〔ha'､t,atI〕二十歳、

〔juWar〕四人、〔ﾄbinrt`a〕頬、〔ｗaしt`a:〕腹、〔t`a''ri:〕陰襲、

〔t`a侭､l:「？wa〕種豚、〔t`anUju〕いるか、〔gaしt`a:〕バッタ、

〔t`aPni[:〕種、〔tⅢａｒｔ`a:可ｍｅ〕畳、〔t`aしt`f:〕縦、

／t`ｏ／〔しt`o:〕平らな所、〔k,un丁njart`o〕ゴキブリ、〔１，t`o:rgl〕鍬、

〔t`o:可t,r'/bur〕南瓜、〔t`o:！'k'ip〕トウモロコシ、〔１，t`o:rra〕俵、

〔t`ｕｒｍａ:可t`o〕トマト、〔?a't`o:〕跡、〔?i侭t`o:ｒｋ`o〕従兄弟、

／t`ｕ／〔ｍｉ卜t`u:ｒｋ１ａ〕晦日、〔t`uし!i:〕年、〔t`unk`a〕十日、

〔１，t`u:〕十、〔Wur〕鳥、〔？「t`u:可g§〕顎、〔､lﾄbu:ｒｔ`u〕ねぶと、

〔tVho:〕蛸、〔t`ｕ１､nar〕隣、〔t`u卜d3u:ｒｔ`u〕夫婦、

〔2u'､t`u:「t`u〕年下、〔t19IWi:〕時、〔１，t`utl〕妻、〔wu１，t`u:〕夫

音節をとじる／ｔ／は標準語の「ツ［tsu]」に対応してあらわれる。
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〔ﾄmit〕三つ、〔リat〕八つ、〔卜2ｉｔｒｋ，a〕五日、〔'､jut〕四つ、

〔'､mut〕六つ、〔nal'nat〕七つ、Ｃ、matrgT〕松、〔s1しt,Yt〕蘇鉄、

音節末の／ｔ／は標準語の「ズ（ヅ）［dzu]」に対応してもあらわれる。

〔侭k,it〕傷、〔ｍIしmYt〕ミミズ、

つぎの語は例外的に「タ［ta]」の母音掌ａが消失して、音節をとじる／ｔ／

があらわれるものである。

〔卜k`atrna〕刀

その他の音節末の／ｔ／

〔gatしmar〕ガジマル、〔?uしmat〕火、〔s】しt,ft〕羊、

〔mYd7garml〕水瓶、〔卜wutrt，Y〕おととい、〔t`aPnY〕辰年、

〔ｈｕＰｋ,a〕二1三１，〔卜?ｉｔｒｋ，a〕五日、〔hat可ｋ，a〕二十日、

〔k`aしhat〕あご、〔lirbat可t，Irt`o〕膀胱、〔matI/t，ap〕蛇の種類、

〔t`adyd6m〕誰でも

２３．２．２．／ｄ／

標準語の「ダ」「デ」「ド」の子音／ｄ／に対応して諸鈍方言では／ｄ／が

あらわれる。また、標準語の「ヅ（ズ)」に対応して諸鈍方言では破裂音化し

た／ｄＹ／があらわれる。標準語の「ヂ（ジ)」に対応する諸鈍方言の音節は

／d3i／である。

瘡
／
／
／
／
／
／
／
／

識
傘
仰
伽
極
く
極
⑩
〈

二
口
一
一

一
一

鱸
）
し
釦
し
皿
〉
し

標
．
ｚ
ｄ
ｚ
ｄ
ｄ
ｄ

／
／
ｆ
／
Ⅲ
／
／

〔ju1、dar〕漣(よだれ)､〔haしdaP裸足

〔d3i:〕地面、〔hi卜d3i:〕肘（ひぢ)、〔siM3i:〕筋（すぢ)、
〔卜gutjrrja〕鯨、Ｕｋ`atj〕舵、

〔ｍｉｒｋ`ja:しdYk〕三日月、

Ｕｍｉｔ〕水、

〔?uへ｡Y:〕腕、〔su1、｡f:〕袖、

〔｡uしru:〕泥、〔ｗｕ１、dur〕踊り、

〔k`aしdo:〕角、〔へnusrdo〕盗人
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諸鈍方言の／ｄ／は、標準語の「ザ」「ズ」「ゼ」「ゾ」の子音／ｄｚ／に対

応してもあらわれる。すなわち、標準語のザ行の子音が有声の破擦音／ｚ／

〔｡z〕であるのに対して、それに対応する諸鈍方言の子音は有声の破裂音／d／

なのである。ただし、「ジ」に対応する音節は／d3i／であり、標準語の
｢ジャ」「ジュ」「ジョ」のような勘音節の子音に対応する諸鈍方言の子音も

／ｄ３／であり、これも破裂音化しない。

標準語諸鈍方言

／za／＿／da／〔2aiUa:〕病、ホクロ、〔k`a､'dal〕管（かんざし）

〔dza〕

／zi／－／d3i／〔しd3i:〕字

〔d3i〕／tl／〔しmjotj〕名字
／zu／－／dI／〔nfIdfm〕ねずみ、

〔dzu〕／ｔ／〔へkDit〕傷、

／ze／一／df／〔'/dll)〕銭

〔dze〕／d6／〔k`aい“:〕風、

／zo／－／du／〔k`uしdu:〕去年にぞ）

〔dzo〕／ｄｏ／〔jin可do〕心臓

その他の語例

／dY／〔t，T、｡l:〕つば、〔haﾚdYk〕いれずみ、〔､IしdIm〕ねずみ、

〔｡'しbo:〕しっぽ、〔harri:''dfk〕罠、〔?uし｡】:〕かぶ、

〔｡Yしhe:〕竹、〔dir､heI〕ｒｋ１ｗａ〕竹の子、〔｡fしsIk〕ススキ、

〔?a〃dIm〕きね、〔hu1,.1:〕筆、〔k`f:しdrtl〕木槌、〔'i''｡l:〕絵、

〔?aしdY:〕十字路、〔応dfr〕どれ、〔卜｡a:〕どこ、〔ﾄdYn〕どの、

〔ｍｉｒｋ`ja:可ｄＩｒｋ，i〕三日月、

／de／〔｡e:可k`ｕｒｎｉ〕大根、〔１，k`jo:rde〕兄弟、〔k1utl~１ｋ`ａｒｄ色〕東風、

〔nil1k`ade〕西風､〔marnil可k`ade〕北風､〔のelT1k`arde〕南風､

〔､u:しdem〕何でも、〔?idしdem〕いつでも、〔t`adﾚdem〕誰でも

／da／〔nal、｡a:〕涙、〔ＳＹＩ/da:〕年上、〔haしdaI〕はだし、

〔ha応｡a:「ｋ`a〕はだか、〔kTrda:峡mun〕けだもの（動物の総称)、
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〔公?je:rda〕とんぼ、〔t,fnI'dar〕蝸牛、〔2a応dal〕rgii〕アダン、

〔ju1､｡a:〕枝、〔k`ｕｒｄａ:可ra〕小皿、〔hun1darra〕大皿、

〔t`１F'da:〕太陽、〔haしda:〕肌、〔wurnagしdatl〕やもめ（女)、

〔侭jil〕rga:侭datl〕やもめ（男)、〔侭?je:rda〕間、〔SII､｡a:rre〕すだれ
／do／〔?a'､do:〕踵、〔ｍａへdo:「t`ja〕間食、〔jaしdo:〕戸（宿か)、

〔k,i'、do:〕門（木戸)、〔Ｉｉｒ可u8-1hurdo〕台所、〔!､dul〕友、

〔him可ｍａｍｒｍａｄｏ〕午前中、〔,dok〕道具、

／du／〔'､｡u:〕体、〔dunｿsar〕月経、〔sanしduk〕夕方、

〔ｄｕｍ１'bai〕いっぱい

２３３舌先破擦音／t'1／／t`l／／ｄ３／
／t'1／と／t`I／は無声の舌先破擦音で、／tll／は喉頭化していて、／

t`l／は喉頭化していない。／d3／は有声の舌先破擦音である。／t,I／／

t1l／／d3／とも口蓋音化を特徴とする子音フオネームである。語例がすぐな
く、標準語との対応はいまひとつ明確ではないが、つぎのような対応がみられ

る。

標準語諸鈍方言

／ci／￣／t'1i／〔しtTi:〕血、

〔tji〕／tl／〔Wutj〕口、〔1,ｍit】〕道、

／cja／￣／t`ｌａ／「t`la:〕茶、

〔tla〕

／zi／￣／d3i／〔hi公d3i:〕肘、〔sYrd3i:〕筋

〔d3i〕／tl／〔I、k`atl〕舵、〔応kbtj〕麹、

／zja／￣／d3a／〔tTard3a:しwan〕湯呑（茶茶碗）

〔d3a〕

／zju／￣／d3u／〔guしd3u:〕五十、〔d3u:!'san〕十三

m3u〕
また、先行する前舌狭母音／ｉ／の影響（進行同化）による口蓋音化によっ

ても、ｔ`l(←.t)、ｄ３(←．｡）などの口蓋音化した舌先破擦音が生じた。
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〔ｍｉﾄt`jar〕三人、〔Wlur〕－人、

〔hi`u3ar〕左、〔ｍiしd3o:〕溝、
標準語の「ザ」「ゼ」「ズ」「ゾ」の子音の舌先破擦音〔｡z〕に対応する諸鈍

方言の子音は、破裂音化して〔｡〕に変化したために諸鈍方言には口蓋音化し

ない前舌の破擦音〔｡z〕はないようである。（注15）

その他の語例

／t】／〔k`a''mat】〕頭、〔k`a卜matIrnju1､k`I:〕髪、〔卜t1utS〕妻、

〔ｍａＷ'mun〕蛇、〔Ｗｉｉｔｌ〕頂、〔d3oZrgutl〕門、〔munしgutj〕門、
〔'､mitj〕道、〔maWItI〕つむじ、〔卜hat!〕蜂、

〔ﾄk`atlrgii〕麻の一種、〔k`I:しditj〕木槌、〔2itrnjutj〕一日、

〔tOf:しt`atl〕ついたち、〔hahtⅢatl〕二十歳、

／t'1i／〔しt'1i:〕乳、〔侭t,ji:〕来て、〔しt'1i:〕－日、〔t,Iirma:可ｍＹ〕心臓、

〔t''しt，ji:〕杵（槌)、〔ｍｅ:丁jjrt,Ii〕額、〔ﾄ2atrtTi〕歩いて、

〔Wjitrrja〕綱の一種、〔k`jしt'1i:〕切って、〔k,up可t，Ii〕縛って、

〔2i卜d3a:しt'1i〕出して、〔mut可tTi〕持って、〔2u侭t`u:｢t'1i〕落して、

／tTe／欠

／t'1a／〔2atI't,lam〕歩いた、〔k，up~１t,lam〕縛った、〔しt，ｌａｍ〕来た、

〔?ird3a:しt，jam〕出した、〔?urt`u:脾t，lam〕落とした、

〔mut可t'1a〕持った、〔k`』しt'lam〕切った、〔k1irt'ja:ﾂﾞmun〕着物

／t'1o／Ｕ､k,iprt'１０〕急須、

／t,】u／〔侭hutrt,Iu〕大人、〔卜janrt'1u〕使用人、〔Wlu:〕人、

〔ljrtTu:しruk〕ひよめき、

／tTi／〔t`ljrk，ja:隊Ｓａｍ〕近い、

／tTe／欠

／t`ａ／〔'､ho:「t`la〕包丁、〔?u'､ra:rt1la〕壁、〔しt`ja:〕茶、

〔maPdo:「t`ja〕間食、〔ｍｉ１'t`la:〕土、〔t`lard3a:I'ｗan〕湯呑み、
〔?aPt`ja:〕明日、〔jaWja:rbo〕独身者、〔mal、､a:「t`la〕まな板、

／t`ＩＣ／〔侭gwanrtTo〕元旦

／t`】u／〔miI't`!u:〕再来年、〔ｔＷ't'u:〕一年、〔t`19ﾚt,Ｉｋ〕一月、
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〔ｔＷ'k'a:〕薬麟、〔ｍｉ｢t1lu:~１，art`I〕おととし、〔t`lyk'6r〕一回、

／d3i／〔wul､d3i:〕叔父、〔d3i1ma:ｒｍｆ〕落花生、〔?iﾄd3i:〕行って、

〔侭2ＷY:rd3i〕泳いだ、〔ｍuしd3i:〕田芋、〔､I:しd3in〕ニンジン、

〔him可maIa3ik〕昼食、〔d3i侭rju:〕炉（いろり)、〔saしd3i:〕匙、

〔しd3i:〕字、〔d3i1､gi:〕陸、〔vd3i:〕地、

／d3e／欠

／d3a／〔d3aしga:〕ジャガイモ、〔2iI､d3am〕行った、〔Ihinrd3a〕山羊、

〔?wl:Iu3am〕泳いだ、〔gaしd3am〕蚊、〔?al可d3arha〕下駄、

／d3o／〔d3ozPgutI〕門、〔ja:可ninrd3o〕家族、Ｕ､k'inrd3o〕近所、

〔'､ninrd3o〕仲間

／d3u／〔しd3u:〕父、〔d3u:可gwadﾄdIk〕十月、〔d3u:し?itl〕十一、

〔d3u:し､in〕十人、〔iU3u:rni〕十二、〔roi､k'u:rd3u〕六十、

〔t`u侭d3u:ｒｔ`u〕夫婦、〔hivd3ur〕稲光、〔guしd3u:〕脇の下、

〔､iﾄd3u:〕二十、〔san可d3u:〕三十、〔li1d3u:〕四十、

〔na1､na:rd3u〕七十、〔ha1､t'1i:rd3u〕八十、〔k，un可d3u〕九十、

〔?ｉ１Ｕ３ｕｍ〕泉

2.3.4.軟口蓋奥舌破裂音／ｋ,／・／ｋ`／・／ｇ／

／ｋ,／と／ｋ`／は、いずれも無声の軟口蓋奥舌破裂音であるが、前者は喉

頭化し、後者は喉頭化しておらず、喉頭化の有無によって対立している。／ｇ

／は有声の軟口蓋奥舌破裂音である。／ｋ,j／／ｋ`j／／ｇｊ／はいずれも口蓋

音化した子音フォネームであり、／ｋ'ｗ／／ｋ`ｗ／／９Ｗ／は唇音化した子

音フオネームである。この軟口蓋奥舌破裂音の系列は口蓋音化した子音フォ

ネーム、唇音化した子音フォネーム、口蓋音化も唇音化もしない子音フオネー

ムのみつつの系列がそろっている。

2.3.4.1.／ｋ，／・／ｋ`／

標準語の力行の子音／ｋ／に対応して諸鈍方言では／ｋ'／と／ｋ`／があら

われる。標準語との対応はつぎのとおりである。
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標準語諸鈍方言

／ka／－／k`ａ／〔kQaしt1a:〕肩、〔ｋ４ａ１､dij:〕風、

／ki／－／k，i／〔k'ｉｌｍｏ:〕肝、

－／ｋ／〔'､juk〕雪

／ku／－／k'ｕ／〔k，uしｍｏ:〕雲、〔１，k,utl〕ロ

ー／ｋ／〔sak7ra〕桜、〔'､mjak〕脈

／ke／－／k`;i／〔I､k`I:〕毛、

／ko／－／k`ｕ／〔ﾊｋｕＩ〕腰、〔k`uしji:〕声

／k`ｏ／〔２ｉｎｔｂ:ｒｋ１ｏ〕従兄弟、

標準語の力、ケ、．に対応する音節では、喉頭化しないｋ`があらわれ、キ、

クに対応する音節では喉頭化したk1があられわるのが、原則である。

標準語のキ、クに対応して音節をとじる／ｋ／があらわれる。

．kｉ＞ｋ

〔１ｋ`ak〕垣、〔nsik〕筆（すき)、〔へnuk〕横糸（貫き）

〔siik7ma〕隙間、〔脱mak〕牧、〔１，t`ak〕崖（滝）

．kｕ＞ｋ

〔'､hjak〕百、〔'､makrra〕枕、〔sak~Ira〕桜、〔rukし､in〕六人

後述するように、ギ、グに対応しても音節をとじる／ｋ／があらわれる。

．gｉ＞ｋＣ､k,uk〕釘、〔ﾄmik〕右

．gｕ＞ｋ〔しdok〕道具、

音節をとじる位置にあらわれる子音フオネームは、狭母音Ｌｕの消失が原

因で生じるが、次の語は半広母音掌ｏの消失によって音節をとじる／ｋ／が生

じている稀な例である。

〔t`a'/bak〕煙草、〔へhwak〕箱

音節をとじる／ｋ／は後続する有声子音の影響(逆行同化）によって／ｇ／

になることがある。

〔ﾄhigrru〕垢、〔sag-1ra〕桜、〔rog可gwad低dIk〕六月

広母音.ａと半広母音掌e,．ｏにはさまれた／ｋ`／は／ｈ／に変化する。（注

16）

－２９－



－aka‐＞－aha‐ 〔na1、ha:〕中

-ake‐＞‐ehe-〔ha1､t0e:rhij〕畑

-ake‐＞‐Che‐＞‐The‐〔dIWj:〕竹

-ako-＞‐oho‐＞‐uho‐〔t`ｕ１ｈｏ:〕蛸、

-oko‐＞‐oho‐＞‐uho‐〔k`u'､ho:｢ro〕心

一oke‐＞宅he‐＞‐Ihe‐〔w'しhe:〕桶

一eke‐＞‐ehe-＞‐ihi‐〔ji1､hir〕ゑけり

ただし、つぎの語例のように／ｋ`／であらわれるものもあり、すべてが／ｈ

／に変化するわけではない。いかなる条件で／ｈ／に変化するのか、不明で

ある。

〔ju侭k`u:〕横、〔su1､ｋ､u:〕底、〔haﾄda:「ｋ`a〕裸、

その他の語例

／k`Y／〔卜mrl〕「ｋ`Y〕腿毛、〔k`frda:しmun〕動物、〔しk`I:〕木、

〔k`Iへbul〕煙、〔kⅢI:I'dltj〕木槌、〔卜k1Ibrra〕森・林、

／k`e／〔t,aﾊk`er〕二回、〔ｍｉ卜kもr〕三回、〔ju卜kJer〕四回、

〔narna:しk`er〕七回、〔ｍｕ'、k`er〕六回、〔k`Vrhoりしk`er〕九回、

〔ja卜k`er〕八回、〔t`u:可ｋ`er〕十回、〔ｍｕ応k`e:〕向かい、

〔k`emlirma〕裏返し

／k`ａ／〔k`aしmat】〕頭、〔k`ｕｒｍｌ:I'k`a、〕こめかみ、〔ha1､｡a:「ｋ`a〕裸、

〔k`aしｍｌ:〕亀、蕊、〔k`a侭ra:〕芋の葉、〔'､k`atlrgr〕麻の一種、

〔k`ａｒｔ`ii:Imun〕おかず、〔ｊｕ１ｋ`a:〕床、〔k`al､ｗａ:rra〕瓦、

〔k0a卜ｍａ:〕かまど、〔１，k`ak〕垣、〔k`a隊、a:〕鎌、〔k`aFsa:〕笠、

〔k`aしgam〕鏡、〔Watrna〕刀、〔'、k`a、〕紙、〔k`a''､a:〕鉋、

「k`atl〕舵、〔k`aﾄ､l:〕金、金属、〔k`aしge:〕影、〔k`ａｍﾚnar〕雷、

〔ｍｉﾄt`u:「ｋ`a〕晦日、〔ｍｕ１Ｗａｊ〕昔、〔mui可ｋ`a〕六日、

〔!､nal〕「ｋ`a〕七日、〔jo:可ｋａ〕八日、〔k`uﾄhol〕「k`a〕九日、

〔t`u:可ｋ`a〕十日、〔k`ａ１ｄｏ:〕かど、

／k`ｏ／〔'､ｍｆｎｒｋ`o〕瞼、〔しk`oE〕皮、皮膚、〔k`o:似、or〕コウモリ、

〔１，k`o:rla〕山芋、〔１，k`otl〕麹、徴、〔''k`o:〕粉、〔１，k`o:〕川、
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〔ｒｋｂ:〕無尽講、〔k`o:~iri〕氷（新語）

〔k`u｢ｍｆ:しk`a、〕こめかみ、〔k`u隊ｍｌ:〕米、〔侭k`ubrra〕ふくらはぎ、

〔k`uしbu:〕昆布、〔k`uしbu:〕蜘蛛、〔｡§:可ｋＪｕｒｎＹ〕大根、

〔k`u'､muk〕小麦、〔kⅢｕｒｄａ:~ira〕小皿、〔k`uﾄba:〕蒲葵、

〔k`urga:可t`a｢､a〕小刀、〔k`uし、or〕窪み・穴、〔k`u'ａｕ:〕去年、

〔k`u'､t0u:rba〕言葉、〔juWu:〕横、〔suﾄk`u:〕底、〔ﾄk`ur〕これ、

〔k`u八ｍa:〕ここ、〔侭k`u､〕この、

〔k`γk，i:〕茎､〔k`Pしsa:〕草､〔k`1ﾚsu:〕糞､〔k`Vしji:〕櫛､

〔k`!しt'１【:〕雄牛、〔k`９１'IC:〕胡椒、〔k`1腰t'ｕｌ〕今年、

〔ljrt,lu:腰ruk〕ひよめき、〔'､?ak〕えら、〔'､niik〕いびき、

〔haPdlk〕いれずみ、〔'uしnak〕女、〔go:可muk〕内臓、

〔｡i【しsfk〕ススキ、〔busしsuk〕仏桑華、〔saしbak〕櫛、

〔2wa:''t'1k〕天気、〔ju八makrre〕夕暮、〔?arha:しt`uk〕夜明け、

〔ﾄhik〕親類、〔侭nok〕虹、〔し96k〕しゃっくり、Ｃ､sak〕先、

〔hurru:I/Iik〕風呂敷、〔hatrmak〕鉢巻き、〔san1'duk〕夕方、

〔しhok〕箒、〔卜nagrgwa〕菜っ葉、〔'､hugrru〕袋、

欠

〔卜k'6:〕叔母、〔t`111/k,er〕一回、〔?itしk'6r〕五回、

〔ｍｏｋ１ｋ,a〕パパイヤ、〔侭nlkrk,a〕葱、〔t`1VしkⅢa:〕やかん、

〔sil､k，a:ｒｍａ〕朝、〔hut可ｋ'a〕二日、〔卜?ｉｔｒｋ,a〕五日、

〔hat可ｋ，a〕二十日、

〔'､tTkrk,o〕拳、

〔?aWup〕あくび、〔h９１'k,u:〕肺臓、〔k,un1njart`o〕ゴキブリ、

〔‘k'up〕首、襟、〔sii1k，u:rbu〕もみがら、〔k,uしra:〕倉、

〔ｍａｌ､k'ur〕海人草、〔sal/k，ul〕しゃくし、Ｕｋ'uk〕釘、

〔k,u侭bum〕窪み、〔r０１，k'u:rd3u〕六十、〔k'un句d3u〕九十、
〔k，u1,,in〕九人、〔?uyk'u:〕奥、〔?iしk,ut〕いくつ、

／k`ｕ／

〔k`u〕

〔k`!〕

／ｋ／

／
／
／

Ｉ
ｅ
ａ

ｋ
ｋ
ｋ

／
／
／

／
／
０
ｕ

ｋ
ｋ

／
／
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２ａ４２．／ｇ／

／ｇ／は標準語の／ｇ／に対応してあらわれる。

標準語諸鈍方言

／ｇａ／－／ga／〔harga:~１ｍa〕羽釜、

／gi／－／gi／〔ｍuしgi:〕麦、

／ｋ／〔I、k,uk〕釘、〔k`u1muk〕小麦、

／gu／－／gu／〔hu1､gur〕睾丸（｢ふぐり」に対応）

／ｋ／〔しdok〕道具

／ge／_／91／〔haﾚgY:〕はげ

／９６／〔k`aしge:〕影、

／go／－／gu／〔gu1ma:〕胡麻

標準語の和語のばあい、語頭に濁音がくることがないが、諸鈍方言は標準語

の語頭の清音に対応して濁音（このぱあい／ｇ／）がくることがある。

〔gaしras〕カラス、〔gavd3am〕蚊、〔ﾄgutrrja〕鯨、〔ﾄgan〕蟹、

〔gul'ji:〕杭

その他の語頭にｇがあらわれる例

〔garra:しsYp〕カラス蛇、〔gal/t`a:〕バッタ、〔gatしmar〕ガジマル、

〔gaしja:〕茅、〔giしbu:〕しゃこ貝、〔guしd3u:〕脇の下、

〔guPt,o:〕みんな、

その他の語例

／gf／〔卜matrgI〕松、〔ju卜､a:rgf〕ユウナ、〔?aへ｡a,〕rgl〕アダン、

〔心k'ｗａ:ｒｇｌ〕桑、〔１，k`atlrgl〕麻の一種、〔ﾄt`o:rgii〕鍬、

〔?a1,91:〕陸、Ｍ１､no:rgl〕手拭い、

／９６／〔?ｕｒｔ`u:可９６〕顎、〔し96k〕しゃっくり、〔Raし９６:〕影、

〔k`aITigeしrjum〕考える

／ga／〔k`urga:可t`arna〕小刀、〔gaしbu:〕瘤、〔ju｢go:可ga｢sa〕折癬、

〔卜,iUrga〕男、〔k`uしga:〕卵、〔d3aしga:〕じゃがいも、

〔k`aしgam〕鏡、〔ｍaしga:〕孫、〔?arga:しlum〕あんな、

〔numga〕何故、
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／
／
０
ｕ
ｇ
ｇ

／
／ 〔jurgo:可garsa〕癖響、〔gommuk〕内臓、〔?aしgo:〕姉、

〔guしbu:〕ごぼう、〔guInin〕五人、〔guしｍｉ:〕ゴミ、

〔guしd3u:〕五十、〔gurgwadI/dlk〕五月、〔guITam〕杖、

〔margur~１Ｗart`a〕腸、〔n'しgur〕根､〔sfrgur可garnI〕針金、

〔｡aしgu:〕たんこぶ、〔､TI〕可gurro〕恋人、〔mar可gurho〕おむつ、

２３．４３／ｋ，j／／ｋ`j／／ｇｊ／

口蓋音化した奥舌軟口蓋の破裂音／ｋ,j／／ｋ`j／／gj／は次のようなぱあ
いにあらわれる。（注17）

(1)標準語の勘音節に対応する音節にあらわれる。

〔しk`ju:〕今日、〔応k`jo:rde〕兄弟、〔ＩｍｉＩ〕rgjo〕人形
(2)先行する前舌狭母音｡iの影響（進行同化）による口蓋音化によってあら
われる。

〔?i卜k`ja:〕イカ、〔t`ｌｌｒｋ'ja:''Ｓａｍ〕近い、〔hiしgjaj〕東、
〔?irgjak〕石垣、〔nirgja:可？urri〕苦瓜

(3)力行四段動詞、ガ行四段動詞に対応する諸鈍方言の動詞の語幹末にあらわ
れる。

〔?akしk,jum〕歩く、〔t'1k丁ｋ'jum〕つつく、〔?i１，k`jum〕行く、

〔k`1卜k'jum〕聞く、〔?wY:しgjum〕泳ぐ、〔k`uしgjum〕漕ぐ
その他の語例

／k`i／〔ﾄ?ｉｒｒｋ`i〕ふけ、〔?iWi:〕行け（命令形）

〔k`i〕〔k`i:可bY〕小指、〔Win〕鶏のけづめ

〔k,!〕〔k`』しlir〕煙管、〔k`ｒｔ，a:〕北、

／k`je／〔ｋｂｒｋⅢje:丁ｋⅢ０kk'０〕鶏の鳴き声、

／k`ｊａ／〔ｍｉｒｋ`ja:可ｄｆｒｋ，i〕三日月、〔?iWjam〕行かない、

〔卜ｗａ:rk1ja〕私たち、〔?u卜ra:「ｋ`ja〕あなたたち、

Ona:「ｋ`ja〕あなたたち、

／k,ｊｏ／〔Wjo:「｡§〕兄弟、

／k`ｊｕ／〔しk`jum〕来る
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／k,i／〔１ｋ,it〕きず、〔wal'k,i:〕わきのした、〔hjrk'i:〕背中、

〔？iしk,i:〕息、湯気、〔biyk，i:〕蛙、〔１，k'i:rja〕セミ、

〔t`o:しk，ip〕トウモロコシ、〔１，k，ibrrja〕葱、〔k'i低do:〕門（木戸)、

〔侭k,iprt'1o〕急須、〔ﾄk，in〕着物、〔t`】しk,i:〕月、〔k，f'nju:〕昨日、

〔?aしk，i:〕秋、〔t`９１/k'i:〕時、Ｃ､k'inrd3o〕近所、〔k'ir可hwe〕霧、

／k,ｊａ／〔?ｉｒｋ,jas~１sa〕いくら、〔２ｉｒｋ，ja:Ｔｉ〕どうして、

〔?akしk'jam〕歩かない、〔?ik~１ｋ，jal/Ｓａｍ〕短い、

／k'ｊｏ／〔ｈｊＩ/k，jos〕挽き臼、〔卜gakrk'jo〕ラッキョウ、

／k'ｊｕ／〔腰k,jup〕細帯、〔?akしk，jum〕歩く、〔t，fk-1k)jum〕つつく、

〔hリレk，jum〕吹<、〔haI'k'jum〕掃く、

／gi／〔hi卜gi:〕ひげ、〔havgi:〕足、〔ｗuしgi:〕砂糖黍、〔ｍｕ咳gi:〕麦、

〔zurhu:~'murgi〕大麦、〔ni1､gi:〕練、〔卜ｍｉｌｒｇｉ〕しゃもじ、

〔gil'hwa:〕箸、〔norho:しgir〕鋸、〔ﾄginrno〕金槌、

〔d3iI/gi:〕陸、〔bu1､ginrla〕金持ち、
／gja／〔hi1'gjal〕東、〔?i１１/gjak〕石垣、〔nirgja:可？urri〕苦瓜、

〔?iしgja:〕どもり、

／gjo／〔t，ir可gjo〕井戸、〔'､minrgjo〕人形、

／gju／〔､e:しgjum〕びっこをひく、〔?wI:〃gjum〕泳ぐ、〔k`uしgjum〕漕ぐ

2.34.4.／ｋ`ｗ／／ｋ'ｗ／／ｇｗ／

唇音化した奥舌軟口蓋の破裂音の語例は以下のとおりである。

／k`ｗｌ／〔k`ｗｆ:しjum〕越える、

／k`ｗｅ／Ｃ､k`ｗｅ:〕飼え、〔しk`ｗｅ:〕買え、

／ｋＷａ／欠

／k，wl／〔１，k'wl:〕閉めろ（命令形)、〔しk'ｗＹ:〕噛め

／k,we／〔しk,we:〕肥料、

／k'ｗａ／〔k,wa1Ti:〕菓子、〔sui7k,wa〕西瓜、〔wuik可ｋ'wa〕甥、

〔ﾄｍｆｋｒｋ'ｗａ〕姪、〔I、k'wa:〕子、〔｡Y心hel〕「ｋ'wa〕竹の子、

／gwY／欠
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〔zusegwe〕追肥（上村資料）

〔ＩＣ:可gwad1､dlk〕一月、〔nirgwadしdlk〕二月、

〔sal)可gwadへdlk〕三月、〔lirgwadI'dlk〕四月、

〔gorgwadI'drk〕五月、〔ruk丁gwadﾄdYk〕六月、

〔lity1gwadへdlk〕七月、〔hatl可gwadi､dlk〕八月、

〔k,urgwad1'dlk〕九月、〔d3u:－１gwad1､dfk〕十月、

／
／

山
ｅ
ａ

醐
醐

／
／

2.3.5.声門音および半母音

諸鈍方言の声門音には声門摩擦音／ｈ／と声門破裂音／？／（喉頭破裂音

ともいう）とがあり、半母音には喉頭化した／２Ｗ／／？』／喉頭化していな

い／ｗ／／ｊ／がある。

2.3.5.1.声門破裂音／２／と喉頭音化半母音／２Ｗ／／？』／
喉頭破裂音／２／は、他の子音フォネームと同様に母音フォネームのまえ

にくるものである。この喉頭破裂音／２／は、琉球方言、とりわけ北琉球方

言に特徴的なフオネームである(注18)。

標準語のばあい語頭に母音がくるとき、この喉頭破裂音？があらわれるこ

とがあるが、音韻論的な単位とはみなされないが、琉球方言のばあい単語、お

よび単語の文法的な形を他の単語、および他の文法的な形から区別するための

音韻論的な単位として機能する。すなわち、フォネームとして存在するのであ

る。

／？／は標準語のア行の音節に対応する諸鈍方言の音節の子音としてあら

われる。ただし、標準語の「エ」には／？i／に対応するものと／,i／に対応

するものとがある。前者が古代日本語のア行の「エ」に、後者がヤ行の「エ」

に対応する。これは母音の項でのべたとおりである。

標準語

／ａ／－／2ａ／〔?aImi:〕網、〔?aしｍｒ:〕雨、

／ｉ／－／?i／〔侭?ｉＰ石、〔?irk，i:〕息、

／ｕ／－／?u／〔1,2ul〕牛、〔?u'ｍｉ:〕海
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／ｅ／－／2i／〔卜？ip〕海老、〔?irra:,bjum〕選ぶ

／ｊｉ／〔卜ji:〕柄、

／ｏ／－／Ｐｕ／〔2uWu:〕音、

／？e／は口蓋音化した系列（勘音節）に属し、［?』ｅ～？e］のようにゆれ

ている。

？I,？ｅという音節は存在しないようである。この音節のあらわれることが予

想される音環境をもった単語はあるが、つぎのようにあらわれる。

①．ai＞e:が予想されるが、／?e:／,／je:／になっている･

し?je：藍

，､?にｒｄａ間、トンボ

ｍｕ１､je：模合（無尽講）

②．ｅ＞Ｉが予想されるが、／?i／や／ji／があらわれる。

ＩＰｉｐ海老、

？irra:Ｉｂｊｕｍ選ぶ

ｊｉＩｄｉｉ絵（絵図に対応）

㈹ji：柄、

／？』／／２Ｗ／は語頭の母音が脱落して生じているようである。

率iwo＞Ｔｉｊｕ＞I'?』u：（魚）

準iwaja＞？iwaja＞ＩＰｊａｎｒｊａ（洞穴、岩屋）

．uwe＞Zuwe＞応?wf：（上）

、uwabe＞？uwabij＞？ｗa:可ｂｅ（表面、上辺）

その他の語例

／?i／Ｃ､?ｉｒｒｋ`i〕うろこ、〔?iしgja:〕どもり、〔ﾄ?i:rbl〕指、

〔'､?ibrri〕ものもらい、〔し?in〕犬、〔'､？ip〕海老、

〔?i''k`ja:〕イカ、〔?iし､i:〕稲、〔?i''no:〕内海、〔?ivri:〕錐、

〔zil't1a:〕板、〔?iI'd3um〕泉、〔?itしnjutl〕一日、〔?iしt1It〕五つ、

〔d3u:し?itl〕十一、〔?i１，t`o:「k`o〕いとこ、〔?iへhwe:〕位牌、
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〔?irrI:可sak〕移住者

／?e／〔i､?』e:rda〕間、〔I､?』e:rda〕トンボ、

／?ａ／〔?aﾊk，up〕あくび、〔２anda:〕あざ、ほくる、〔?aしsl:〕汗、

〔応?an〕蟻、〔卜?ak〕えら、〔?a'､do:〕かかと、

〔2aﾄdal〕rgI〕アダン､〔ﾊ?abrra〕１１１１，〔?aしsl:〕朝ごはん、

〔?aI'dlm〕杵、〔?al-1d3arha〕下駄、〔2aしｍｉ:〕網、〔?aしbul〕畦、
〔?aしt`ar〕菜園、〔2aしgY:〕陸、〔２aしtTa:〕明日、

〔?a'､sa:「t`Y〕あさって、〔zarha:しt'uk〕夜明け（暁)、

〔2a!/k,i:〕秋、〔?a''９０:〕姉、〔?a卜､I:〕姉（呼称)、〔?aﾄnjo:〕兄、

〔?a脳ｔｂ:〕跡、〔?a,｡l:〕十字路、

／?o／〔し?o:〕粟、〔ﾄ2o:rsa〕あおさ、〔'､?o:〕泡、

／?ｕ／〔?urt`u:可96〕顎、〔?u応ru:〕のど、〔?uldl:〕腕、〔?uしｍｉ:〕膿、

Ｕ、?ul〕牛、〔2uし、a:〕馬、〔?uしｍｕ:〕芋（里芋)、

〔?urhuかｍｕｒｇｉ〕大麦、〔?uしri:〕胡瓜、〔?ui/di:〕蕪(かぶ)、

〔?uしmat〕火、〔2u''sI:〕臼、〔?uしｍｉ:〕海、〔2uしlu:〕海水、

〔?uし、:〕珊瑚の砕けた小石、〔?u１，t`u:「t`u〕弟、〔zuﾚja:〕親、

〔?uしk,u:〕奥、〔?u似ra:〕うら、〔?u侭ｍｕ:ｒｔ`I〕おもて、

〔nirgja:murri〕苦瓜、

／?ｊａ／〔応?jam〕言わない、〔卜?janrja〕洞穴、

／?ｊｏ／Ｕ､?』o:〕言おう、

／?ju／〔!､?』u:〕魚、〔へ?jum〕言う、ＵＰｊｕ:｢!a〕唖、〔t`an可zju〕いるか、

／?wl／〔ﾄ?wii:〕上、〔２WY:可sIba〕上唇、〔２Ｗf:しgjum〕泳ぐ、

〔?wY:可nutTu〕ねずみの異称、

／?ｗｅ／欠

／?wa／〔応?wa:〕豚、〔?wa:しt'1k〕天気、〔?wa:~Ibij〕表面、

2.3.5.2.声門摩擦音／ｈ／／hj／／ｈｗ／
沖縄本島北部、与論島、宮古、八重山の諸方言に残存している古代ハ行子音

のpが諸鈍方言では摩擦音／ｈ／に変化していて、標準語の語頭の／ｈ／に対
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応して諸鈍方言でも／ｈ／があらわれる。

標準語諸鈍方言

／ha／－／ha／〔haし､a:〕鼻、花、〔haし91:〕禿

／hwa／〔卜hwak〕箱、〔へhwa:〕葉、

／hi／－／hi／〔hiしgjal〕東、〔hiﾚd3ar〕左、
／ｈｕ／－／ｈｕ／〔huし､l:〕船、

／he／－／hwl／〔hwIしra:〕篦、〔しhwl:〕展、

／ho／－／hu／〔huI'nl:〕骨、〔'､hul〕星、

標準語の／ｈａ／に対して諸鈍方言で／ｈａ／と／ｈｗａ／が対応するのだ

が、両者のあらわれ方は、人によっても単語によってもことなるようである

が、年寄りほど／ｈｗａ／のあらわれる頻度がたかくなるようである。これま

で得られた資料でそのあらわれ方をみると以下のようになる。この／ｈｗ～h／

の変異は広母音／ａ／と結合するときにかぎられるようである。

(1)／ha／だけ

〔haI/､a:〕鼻、〔haしgii:〕禿、〔haygi:〕足、〔ha1､｡a:ｒｋ`a〕裸、

〔haしdal〕裸足、〔haし｡a:〕肌、〔haI'dlk〕刺青、〔haへ､l:〕羽、

〔haI/ｔｂ:〕鳩、〔I､hatI〕蜂、〔haﾊbl:rra〕蝶、〔haしnus〕甘薯、

〔ha1/､a:〕花、〔haし､a:〕端、〔harga:~１ｍa〕羽釜、〔ｈａＰｋ,a〕二十日、

〔ha１，t`e:rh6〕畑、〔har可garnI〕針金、〔haしru:〕畑、〔haPsam〕鋏、

〔haしｍａ:〕浜〔ha1/ru:〕春、〔haしt，li:〕鉢、〔haﾄt`atl〕二十歳、

〔hat'し､in〕八人、〔hamしbun〕半分、〔'､hanrni〕祖母、〔haしrutl〕親戚、

〔hatjImak〕鉢巻き

(2)／ｈａ～ｈｗａ／とゆれるもの

〔hwaしrja:〕柱、〔hwayIi:〕箸、〔hwaしri:〕針、〔ＩｈｗａＩ〕橋、

(3)／hwa／だけ

〔しhwa:〕歯、〔hwa:可jase〕葉野菜、〔卜hwa:〕葉、〔しhwa:〕刃、

〔givhwa:〕響、〔'､hwak〕箱、

(1)のグループの単語でも「／hwa～／ともいいませんか」と聞くと、「そう

も言う」という返事がかえってくることがあるし、(3)のグループの単語でも、
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より若い世代（60代から70代）では／ｈａ～／があらわれることがある。

例外的に／hwi／という音節がある。これはｐ→ｈｗ→ｈという琉球方言に

みられる唇音性の後退のプロセスで残った残樺であろう。これまでの調査では

以下の１語だけにみられた。

rhwi:］女陰

古代日本語にみられる語中のハ行の子音は、ハ行転呼音とよばれる音韻変化

によって、子音／ｈ／は／ｗ／に変化し、さらに母音aを後続させるばあいを

のぞき、脱落して、母音連続をつくりだすのだが、諸鈍方言ではさらにつぎの

ように変化している。

古代日本語標準語諸鈍方言

「は」粟（あは）あわし?o：

俵（たはら）たわら１，t`o:ｒｒａ

皮（かは）かわＩＷＣ：

縄（なは）なわ似no：

「ひ」間（あひだ）あいだ心?je:ｒｄａ

腕（かひな）かいな１，k`e:ｒｎａ

「へ」前（まへ）まえしｍｅ：

蝿（はへ）はえしのe：

上（うへ）うえＰＷＩ：

苗（なへ）なえし､e：

「ふ」扇（あふぎ）おうぎし?oｋ

今日（けふ）きょう’'k`ju：

広母音と半広母音にはさまれた．k`が諸鈍方言で／ｈ／に変化する。

．-aka‐＞‐aha‐

〔t'aiha:rsa〕高さ、〔?a応ha:rsa〕赤さ、〔､a侭ha:「？i:可bl〕中指、

〔ｍａ１'har〕椀、〔juい､a:rha〕夜中、〔､a'､ha:rra〕半分、

〔?aPd3arha〕下駄（足高か)、〔､aﾄha:〕中、〔２arha:！'t`uk〕暁、
〔warha:しＳａｍ〕若い、〔sarha:Tima〕逆さま、
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．-ake‐＞－６he‐

〔seFhe:しrjum〕裂ける、〔ha卜t`e2rhij〕畑、

｡‐ake-＞-6he‐＞‐Yhe-

〔dl1、he:〕竹、〔sYへhe:〕酒、

o-ake-＞‐Che‐＞‐Yhe-＞－ihe‐

〔ji｢hb:しrjum〕焼ける、〔ju:Tirhe〕夕焼、〔?a｢sa:可jirhe〕朝焼け、

傘-ako‐＞－oho‐＞‐uho-

〔t`uﾊho:〕蛸、〔juしho:〕機（いやこ？）

、－０k０－＞－oho‐＞‐uho-

〔k`uへho:rro〕心、〔k`ｕｒｈｏ:しnot〕九つ、〔k`u'､hol〕「ｋ`a〕九日、

〔ｍuしho:〕婿（これは「モコ」にさかのぼる）

〔mar可gurho〕おむつ（←沖縄方言〔kako:]）

．-oke‐＞‐§he‐

〔bot可werhe〕坊主桶（把手のない桶）

．-oke-＞－６h6-＞‐rhe-

〔wYしhe:〕桶

．-eke‐＞－IhI‐＞‐ihi‐

〔ji1、hir〕ゑけり（女性の側から見た兄弟）

率-Oka‐＞－uhwa‐

〔ju1hwa:〕八日

このとき、／ｈ／の両側でおきる母音の同化（遠隔同化）については母音

／ｅ／および／ｏ／の項でのべたとおりである。（注19）

〔いhir〕昼、〔仇hikrru〕垢、〔耐､gi:〕髭、〔ﾄhik〕親類、

〔hi1、d3i:〕肘、〔hiﾚd3ur〕稲光、

〔hｊしk'i:〕背中、〔hjI/k，jos〕挽き臼、〔hiITi:〕干瀬、

〔?arsa:可jirhY〕朝焼け、〔ju:可jirhl〕夕焼け、

〔IUeXrhe〕咳、〔jirhe:しrjum〕焼ける

〔'､hatl〕蜂、〔卜hal〕橋、〔ha1Tu:］春、〔hat－１ｋ'a〕二十日、

／
Ｊ
１
／
／
／

ｉ
ｉ
・
Ｉ
》
１
ｂ
ａ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

／
’
し
／
／
／
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〔harga:~Ima〕はがま、〔haし91:〕禿、〔hal'9i:〕足、

〔haへt,atl〕二十歳、〔haﾚdIk〕刺青、〔haﾚdaj〕裸足、

〔ha1､｡a:「ｋ`a〕裸、〔haしda:〕肌、〔hapしpjak〕八百、

〔ha侭bI:rra〕蝶々、〔haI､t，Ii:rd3u〕八十、〔haしＳａｍ〕鋏、
〔haしnus〕サツマイモ、〔haしli:〕お箸、〔ha1、､r:〕羽、

〔爪hanrni〕祖母、〔hat】しmak〕鉢巻き、〔k`aしhat〕顎、

〔ﾄho:rtTa〕包丁、

〔凧hul〕星、〔?ｕｒｈｕ:~Ｉｍｕｒｇｉ〕大麦、〔低hukrru〕袋、

〔hut可ｋ，a〕二日、〔hu1、gur〕畢丸、〔?u'､hu:rsa〕大きい、

〔hu1､su:〕へそ、〔hurru:しlik〕風呂敷、〔'､hujrju〕祖父、
〔huI/nii:〕骨、〔huしhum〕挨、

〔h91,t,a:〕蓋、〔h1ﾚk,u:〕肺、〔hﾘﾚt'1:〕よもぎ、〔h11,t'０１〕〕布団、
〔卜hjak〕百、〔hja:~ihjan〕毒蛇の一種

〔hjo:しt`an〕ひょうたん、〔hjo:可Iik〕拍子木、

〔'､hjur〕日和、

〔へhwi:〕女陰、

〔しhwl:〕届、〔?urhwf:しjum〕起きる

〔侭hwij:〕石灰、〔?ihhwe:〕位牌、

〔ﾄhwak〕箱、〔giしhwa:〕轡、〔hwa幻jase〕葉野菜、

〔juI、hwa:〕四日、〔jurhwa:~'nart1I〕一昨々日、
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2.3.5.3.半母音／ｗ／／ｊ／

／ｗ／は古代日本語のワ行の音節のア段、オ段の音節の子音に、／ｊ／は

ヤ行の子音、および古代日本語のワ行のイ段、エ段の音節の子音に対応してあ

らわれる。

／wa／－／wa／〔waITa:〕藁、〔ｗaしt`a:〕綿

／ｗｉ／－／ji／〔，iﾄrjum〕坐る、

／ｗｅ／－／ji／〔'iし｡l:〕絵図、

／wo／－／wu／〔し'u､〕斧、〔，u卜dur〕踊り
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〔ja1'ｍａ:〕山、〔い』at〕八つ

〔しjuz〕湯、〔仏juk〕雪、

〔juI'ｍｆ:〕嫁、〔juI､dar〕よだれ
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．
』

／
／
／

〔い,i:〕柄、〔,irhij:しrjum〕焼ける、〔'､,i:rrjo〕ひも、

〔侭，i,〕rga〕おとこ、〔ｌｏｗｉ:〕醤油、〔t`uし'i:〕樋（とい)、

〔k`uし'i:〕声、〔guし，i:〕杭、〔?arsa:可,irhl〕朝焼け、

〔ju:可，irhl〕夕焼け、〔pi1hir〕兄弟、〔，i:可gurre〕酔っぱらい、

〔,i:I'wak〕ユイ（緒)、

〔muVe:〕模合（無尽講)、

〔卜jat〕八つ、〔'､jakrme〕兄、〔しja:〕家、〔ja1､k`er〕八回、

〔jaI'ｍor〕やもり、〔ja1'do:〕戸（宿か)、〔ﾄjanrt,lu〕使用人、

〔ja:~'ninrd30〕家族、〔へｊａｍｒｍｅ〕庭、〔?uしja:〕親、
〔hwa:可jase〕葉野菜、〔卜jamrmij〕庭、〔jaﾄt`la:rbo〕独身者、

〔１，k，i:rja〕セミ、〔gal､ja:〕茅、

〔'､jo:rnl〕夜、〔ｍａﾚjo:〕眉、〔pi:可jo:〕ひよこ、

〔ju:可jirhe〕夕焼、〔ju1､hwa:〕四日、〔I、jut〕四つ、

〔juﾄna:rha〕夜中、〔juしho:〕擢、〔ju1dar〕よだれ、〔ju卜k`u:〕横、

〔ju1､k1er〕四回、〔ju1､k`a:〕床、〔jul'gur〕豚の餌箱、

〔ju1、na:ｒｇＤユウナ：〔ju１，t`ar〕四人、〔jurgo:可garsa〕折癬、

〔wii1'he:〕桶、

〔boPwerhe〕坊主桶（把手のない桶）

〔wal/t`a:〕腹、〔waﾚkpi:〕脇、〔ni1､ｗａ:〕庭、〔lirml:可na｢wa〕〆縄、

〔liしwas〕師走、〔bilWa:〕枇杷、〔liしｗａ:〕雛、

〔t1jard3a:しwan〕湯呑、〔ka1Wa:rra〕瓦（新語か)、
〔ｗａｌ/ru:〕たくさん、〔wa1､ra:rbl〕子供、〔warha:しsar〕若い、

〔ｗｏ～ｏ〕〔tTaI､ｗｏ:「ｋⅢe〕茶請け、〔卜k，jaorro〕ごめんください

〔，u侭gi:〕さとうきび、〔Ⅲut可t'1〕おととい、〔'uI/nak〕おんな、

〔,u'､t1u:〕夫、〔'u'､nar〕姉妹、〔，u'、d3i:〕叔父、〔,u卜ba:〕叔母、
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〔'uik-Ik'ｗａ〕甥、

2.3.6舌先摩擦音／ｓ／／ｌ／

／ｓ／は舌先摩擦音で、無声音である。／l／はその口蓋音化した子音であ

る。／ｓ／は標準語のサ行の子音に対応してあらわれる。

標準語諸鈍方言

／sa／一／sa／〔sak可ra〕桜、

／si／－／Ii／〔jiIma:〕島、

／I／〔応?ｕｌ〕牛、〔卜ｍｕｌ〕虫、

／su／－／sl／〔SII'sf:〕煤、〔sii似､l:〕脛、

／ｓ／〔gavras〕烏、〔liﾚwas〕師走

／se／－／sY／〔?a'/sl:〕汗、

／so／－／su／〔su公｡l:〕袖、〔miysu:〕味噌

／sii／〔しsI:〕酢、〔卜sr:〕巣、〔sYし｡a:〕年上、〔garra:しsYp〕ガラス蛇、

〔sIしd3i:〕すじ、〔?aしslp〕あせも、〔sYrga:しmIt〕唾、

〔s1k丁、a〕すきま、〔ｓｌ１ｋ'u:ｒｂｕ〕もみ殻、〔､aしslp〕茄子、

〔d'しslk〕ススキ、〔s'しhe:〕酒、〔sｉしt'a:〕砂糖、〔SII/t，it〕ソテツ、

〔?aしsr:〕朝食、〔?uしsl:〕臼、〔１，s1k〕蓮、〔しsl:〕鞘、〔k`aしsl:〕綴、

〔へsYm〕隅、〔sｺﾞﾄ､a:〕砂、〔ＳＩＩ､k，a:ｒｍａ〕早朝、〔s1しt'u:〕外、

／se／〔hwa:~ljase〕葉野菜、〔､IしSc:〕若者、

／sa／〔?i｢k'jas可sa〕いくら、〔?uI､hu:rsa〕大きい、〔応？inrsa〕小さい、

〔dunしsar〕月経、〔saしru:〕猿、〔k11しsa:〕草、〔sa腰k，ul〕しゃくし、

〔応?o:rsa〕あおさ、〔sayd3i:〕さじ、〔haしＳａｍ〕はさみ、
〔saしbak〕ときぐし、〔sal､ba:〕ぞうり、〔k`aしsa:〕笠、〔saしk，u:〕谷、

〔I、sak〕先、〔?afsa:「t`I〕あさって、〔sanしduk〕夕方、

〔?arsa:可jirhl〕朝焼け、〔sarha:Tima〕逆さま、

／so／〔しso:〕竿、〔I、､e:「so〕糸、〔卜so:「ｋ`I可burnI〕肋骨、

／su／〔suI/ba:〕唇、〔ro:咳suk〕ろうそく、〔la:可suba〕下唇、

〔２Wa:可suba〕下唇、〔hu1､su:〕へそ、〔k`ﾘﾚsu:〕大便、
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〔busしsuk〕仏桑華、〔mivsu:〕味噌、〔suIba:〕側、〔suしk`u:〕底、

／ｓ／〔haしnus〕サツマイモ、〔gal'ras〕カラス、〔busしsuk〕仏桑華、

〔hj1/k'jos〕挽き臼、〔liPwas〕師走、〔卜nusrdo〕盗人、

／li／〔IiI'可ａｍ〕風、〔jiI'ｗａ:〕しわ、〔IiI'njum〕死ぬ、〔liIbar〕小便、

〔ｌｉﾚｍａ:〕島、〔Si卜!i:〕肉、〔bu1Ti:〕節、関節、〔卜jimrbje〕カンパチ、

〔ｌｊｒｔ'1u:vruk〕ひよめき、〔】iしＩｊｕｍ〕脂身、〔!i卜rja:rbe〕折(皮膚病)、

〔liしbur〕冬瓜、〔liI'ru:〕汁、〔k,wa1Ti:〕菓子、〔k`lITir〕キセル、

〔ｍｅ:~lljrt'ji〕額、〔haしli:〕おはし、〔?irk1ja:可、〕どうして、

〔k`1ﾚji:〕櫛、〔?aし】i:〕裾（あし？）、〔hrli:〕干瀬、

〔jirml:可narwa〕しめ縄、〔ｉｈｕｌ〕星、〔jiしwas〕師走、

〔hurru:しIik〕風呂敷、〔k`e:~IIirma〕裏返し、

／le／〔しIen〕千、〔1,1e:ｒｈｅ〕咳、〔Tenrsu〕扇子、

／la／〔ITa:〕舌、下、〔ja:可suba〕下唇、〔bui､ginrla〕金持ち、

〔baITa:〕芭蕉、〔侭ja:〕した（過去)、〔mIt可rarIa〕珍しい、

〔2urt`u:可rurla〕恐ろしい、〔guしlan〕杖、〔'､?』u:rla〕唖、

〔ｉｋ１ｏ３ｒｌａ〕山芋、

／ＩＣ／〔ＩＣしji:〕醤油、〔k`VlTo:〕胡椒、〔ＩＣ:可gwad応dlk〕一月、

／ｌｕ／〔心hulrju〕祖父、〔ｍaしｊｕ:〕塩、〔ﾄﾘｕｍ〕〔ITur〕する、

〔Iuk可t'ur〕みぞおち、〔?uし!u:〕海水、〔harna:Ｔｕｍ〕話す、

〔kqurlum〕殺す、

／Ｉ／Ｕ､?ul〕牛、〔k`Iへbuj〕煙、〔I､?iI〕石、〔'、?ulrrjo〕後ろ、

〔tⅢ１１､buj〕膝、〔haI'dal〕裸足、〔凧k`ｕｌ〕腰、〔卜baj〕くわずいも、

〔?i』しgjak〕石垣、〔Ｉｄｕｌ〕友、〔除mjalrk`f〕薪、〔侭mil｢gi〕しゃもじ、

〔saIk'u】〕しゃくし、〔?a】可d3arha〕下駄、〔?aしbul〕畦、

〔i、haj〕橋、〔ｍuしk`a!〕昔、〔卜nil〕西、〔hi1､gjal〕東、

2.3.7.鼻音／ｎ／／ｍ／

／、／は舌先の鼻音で、／ｍ／は両唇の鼻音である。いずれも有声音であ

る。
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2.3.7.1.前舌鼻音／ｎ／／nj／

諸鈍方言の／、／は標準語のナ行の子音／、／に対応してあらわれる。

標準語諸鈍方言

／､a／－／､a／〔naしha:〕中、〔na1'nat〕七つ

／､i／－／ni／〔､i:〕荷、〔ni1d3u:〕二十
／ｎ／〔しｄｍ〕銭、〔侭gan〕蟹、

／nu／－／､u／Gnusrdo〕盗人、〔ﾄnul〕主

／、／〔し?in〕犬、

／､e／－／､l／〔k`a１，ｍ:〕金、〔huし､i:〕骨、

／no／－／､u／〔‐nu〕格助詞（標準語「の」に対応）

／no／〔しno:〕野、〔t'１F'no:〕つの、

閉音節の末尾にくる／、／は上記に示したように標準語の「に」「ぬ」に対

応するだけでなく、「ん」に対応してもあらわれる。

。､i＞、〔しdiin〕銭、〔ngan〕蟹、

。､ｕ＞、〔し?in〕犬、〔卜k'in〕着物（｢衣」に対応）

。Ｎ＞、〔侭bun〕盆、〔h9Won〕布団、〔ﾄt`in〕空、〔侭binrt,a〕頬、

Ｃ､koinrd3o〕近所、

また、標準語の「ノ（no)」に対応して音節をとじる／、／があらわれるこ

とがある。

〔卜naUrk`a〕七日、〔k`uﾄhol]「ｋ`a〕九日、

音節をとじる／、／に前舌音（t，,ｔ`,。,ｔ'１，ｔ１，．３など）が後続するとき

は〔､〕であらわれ、奥舌音（k',ｋ`,ｇ）が後続するときは〔I〕〕であらわれ
る。語末にくるときは／、／もしくは、／Ｎ／であらわれる。

〔n〕Ｕ､hinrd3a〕山羊、〔卜k'inrd3o〕近所、
Ｕ､binrt`a〕頬、

〔I､hanrni〕祖母、

〔t,ｍしdar〕かたつむり

〔I〕〕〔侭nal〕「ｋ`a〕七日、〔k`u'、honrk`a〕九日
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〔卜ji,]ｒｇａ〕男、〔卜dii,〕rgl〕デイゴ

〔、～Ｎ〕〔卜?aN〕蟻、〔１，ｋin〕蹴爪、

両唇音（p,ｂ,、）が後続するときには〔ｍ〕があらわれる。この〔ｍ〕は

／ｍ／が音節をとじる位置にあらわれたものであり、標準語のように、はねる

音のバリアントとしてはみとめられない。

（2.3.7.2／ｍ／の項参照）

／nii／〔?aﾄ､l:〕姉、〔niMfm〕鼠、〔I、､I:〕根、〔huし､Y:〕船、

〔卜nYk〕いびき、〔sYしnii:〕すね、〔､Ｔｌ､bu:ｒｔ`u〕ねぶと、

〔ha1､､f:〕羽、〔卜niikrk，a〕ネギの一種、〔t`aし､l:〕種、

〔､ｺﾞﾚgur〕根、〔㎡Sc:〕若い男、〔nl,)可guro〕妾、恋人、

〔リo:rnY〕夜、〔､l:しd3in〕ニンジン、
／､e／〔へne:「so〕糸、〔卜ne〕地震、〔しnｃｍ〕無い、〔い､enrt`a〕無かった、

〔､｡:しgjum〕びっこを引く、

／､a／〔､aし｡a:〕涙、〔ha卜na:〕花、〔卜､a:〕名前、Ｕ､nam〕あなた、

〔nal'bI:〕鍋、〔ｗuしnak〕女、〔wu1､nar〕をなり、〔na1'sIp〕ナス、

〔naI､bY:rra〕ヘチマ、〔naI/ba:〕キノコ、〔ju1､､a:rgl〕ユウナ、

〔mai､na:rtTa〕まな板、〔t`u'､nar〕隣、〔k`aし､a:〕鉋、

〔t'１１/､a:〕綱、〔応nat〕夏、〔IirmY:－１narwa〕しめ縄、

／no／〔しno:〕縄、〔卜､０k〕虹、〔侭t`ＩＣ:｢no〕手斧、〔t`T､no:rgI〕てぬぐい、

〔?iしno:〕内海、〔norho:しgir〕のこぎり、〔'、ginrno〕金槌、

〔k`ｕｒｈｏ:似not〕九つ、

／､u／〔haしnus〕甘薯、〔'、､u:〕何、〔､uしbl:〕喉、〔卜nuk〕横糸、

〔nu1ho:〕布、

／、／〔iWan〕私、〔k，u､可njart`o〕ゴキブリ、〔７il〕rga〕男、

〔?inしＳａｍ〕みじかい、〔へhanrni〕祖母、〔k`ｕｒｈｏｌ〕しk`er〕九回、

〔ｋＴｒｄａ:しmun〕獣、

／､i／〔niI､gi:〕刺、〔?iし､i:〕稲、〔侭nil〕西、〔nirgja:可?urri〕にがうり、

〔卜ninrd3o〕仲間、〔'､hanrni〕祖母、

／nje／欠
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／nja／〔ｌｉＩ､njam〕死なない、〔ｍｉ１､nja:〕貝、〔k'u､可njart`o〕ゴキブリ、

〔しnjar〕少し

／njo／〔ｍｉＩ/njo:〕蓑、〔?a'､njo:〕兄、

／nju／〔limnjum〕死ぬ、〔k,iい､ju:〕きのう、

2.3.7.2.両唇鼻音／ｍ／／ｍｊ／
標準語と諸鈍方言の両唇の鼻音ｍの対応は以下のようである。

標準語諸鈍方言

／ｍａ／－／ｍａ／〔'､mak〕牧、〔li1'ｍａ:〕島

／ｍｉ／－／ｍｉ／〔凧ｍｉ:〕身、〔miImi:〕耳、

／ｍ／〔卜ｍｕｍ〕籾、〔ｋａｌ/gam〕鏡、

／ｍｕ／－／ｍｕ／〔'､muI〕虫、〔ｍｕ卜､l:〕胸、

／ｍｅ／－／ｍｌ／〔しｍｆ:〕目、〔t'１１、ｍｌ:〕爪、

／ｍｏ／－／ｍｕ／〔ｍuしｍｏ:〕腿、〔'ｍｕｍ〕籾

／、。／〔k,iしｍｏ:〕肝、〔k，uI/ｍｏ:〕雲

音節をとじる／ｍ／は標準語のミに対応してあらわれる(注20）。

〔mii、nam〕南、〔Ｉ､slm〕隅、〔'､k`a、〕紙、

〔li1'rjam〕しらみ、〔n'しdlm〕ねずみ、

〔k`ｕｒｍＹ:しk`a、〕こめかみ、〔liITjum〕脂身（しろみ)、

〔?iId3um〕泉、
この音節をとじる／ｍ／は、両唇音に先行するときにあらわれるだけでな

く、前舌音（｡,。3,,,j)、奥舌音（k,,ｇ）などに先行するときにもあらわれ
る。

〔k`a、しdaj〕かんざし、〔爪namrd3a〕銀、〔k`ａｍ１'nar〕かみなり、

〔ｍｉｍ可ｋ，utlrrja〕聾、〔nlrdlm可ｊａｒｍａ〕鼠取り

その他の音節をとじる／ｍ／の例

〔gaしd3am〕蚊、〔'、Iimrbje〕カンパチ、〔?aしdlm〕杵、〔gu1Tam〕杖、
〔Uamrmij〕庭、〔hul/hum〕挨、〔ﾄ?ａｍｒｍａ〕母、〔ham可ｍｅ〕飯、
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／ｍｆ／〔k`uしｍｌ:〕米、〔ﾄmlt〕水、〔?aしｍｌ:〕雨、〔?iしｍｌ:〕夢、

〔mlt~irarla〕珍しい、〔１，ｍTl]ｒｋ`o〕まぶた、〔１，ｍ11]「ｋ`f〕まつげ、

〔卜mlprpo〕盲、〔k`ｕｒｍｌ:vk`a、〕こめかみ、〔slrga:しmft〕唾、

〔ｍ'しmrt〕ミミズ、〔ｍｉ:Ｉｍｕｎ〕牝、〔k`al/ｍｆ:〕亀、

〔卜ｍＹｋｒｋ１ｗａ〕姪、〔juしｍｌ:〕嫁、〔k1aI'ｍｌ:〕甕、

〔lirminnarwa〕〆縄、〔I/ｍｌ:〕孔、

／ｍｅ／〔しｍｅ:〕前、〔ｍｅ:可、「t'1i〕ひたい、〔ｍｅ:~'rarbl〕若い娘、

〔'､jakrme〕兄、Ｃ､ｊａｍｒｍｅ〕庭、

／ｍａ／〔'、matrgl〕松、〔へ?ａｍｒｍａ〕母、〔?uし、a:〕馬、

〔d3i1､ｍａ:ｒｍｒ〕落花生、〔k`aしmat】〕頭、〔ha侭ga:ｒｍａ〕羽釜、

〔?uしmat〕火、〔maITu:〕塩、〔k`aしｍａ:〕鎌、〔liし、a:〕島、

〔?ａｒｍa:可Sam〕甘い、〔k`けmax〕ここ、〔､aしｍａ:〕今、

〔ｍａ１'jo:〕眉、〔ｍaしri:〕尻、〔ｍaしra:〕陰茎、

〔t`ｕｒｍａ:可t`o〕トマト、〔gu卜ｍａ:〕ゴマ、〔gat1'mar〕ガジマル、

〔mar可gurho〕おむつ、〔ｍａﾚga:〕孫、〔hat'しmak〕鉢巻、

〔mai､､a:rtUa〕まな板、〔sfk~Ｉｍａ〕隙間、〔k`e:可!i｢ｍａ〕裏返し、

〔ｍａ１､､a:ｒｋ`a〕便所、〔k`a卜ｍａ:〕かまど、〔ｍaしhar〕碗、

〔'､makrra〕枕、〔haしｍａ:〕浜、

／ｍｏ／〔ja1/ｍor〕やもり、〔'、ｍｏ:〕藻、〔k`o:し、or〕コウモリ、

〔mok-Wa〕パパイヤ、〔k`uし、or〕窪み、〔Iirmo:しt'１k〕霜月、

／ｍｕ／〔ｍｕｌ'ho:〕婿、〔mul]しgutl〕門、〔侭mut〕六つ、〔k`Yrda:彫mun〕獣、

〔ｍｕ１/d3i:〕田芋、〔?uしｍｕ:〕里芋、〔k`u卜muk〕小麦、

〔ｍｕﾚgi:〕麦、〔ｍｕ１、re:〕こじき、〔ｍｕ卜je:〕模合、

〔ｍｕＷｅ:〕向かい、〔Ｐｕ公ｍｕ:ｒｔ`】〕表、〔ｍuしra:〕村、

〔muしk`ａＰ昔､〔mui可k`a〕六日､

／ｍｉ／〔ｍiしd3o:〕溝、〔Imitl〕道、〔ｍiしsu:〕味噌、〔ｍiしt`lu:〕土、

〔､uしｍｉ:〕蚤、〔?uしｍｉ:〕海、〔侭mik〕右、〔卜、it〕三つ、

〔?uしｍｉ:〕膿、〔低mijrgi〕しゃもじ、〔ﾄｍｉ,〕rgjo〕人形、

〔へmijrja］店、〔?aしｍｉ:〕網、〔gul/ｍｉ:〕ゴミ、
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〔しmjak〕脈、〔しmja:〕猫、〔'､mjalrk`f〕薪、

〔nurmjo:しram〕飲んでいない、〔しmjofl〕名字、

〔nuI'ｍｊｕｍ〕飲む、〔k`ａｖｍｊｕｍ〕食べる、

2.3.8.流音／ｒ／

／ｒ／は有声音で、流音（弾き音）である。諸鈍方言の〔r〕は標準語のぱ

あいとほぼおなじように舌先と歯ぐきのつきだした部分で調音されるが、音節

をとじる〔r〕は側面音〔l〕のバリアントをもつことがある。このとき舌先

が歯ぐきのつきだした部分よりもうしろにずれて、舌先を硬口蓋につけたまま

で発音されるようである。／ｒ／は標準語のラ行の子音に対応してあらわれ

る。諸鈍方言の／ｒ／も標準語の和語のように語頭には立ちにくいフォネーム

である。

標準語諸鈍方言

／ra／－／ra／〔sa1Ta:〕皿、

／ri／－／ri／〔zu1'ri:〕胡瓜（｢瓜」に対応）

／ｒ／〔ﾄﾋﾞur〕鳥、〔hiしd3ar〕左、
／ru／－／ru／〔saITu:〕猿、〔t`aI'ru:〕樽

／ｒ／〔'､sar〕申、〔kUiしlir〕煙管、

／re／－／rf／欠

／ro／－／ru／〔lTu:〕櫓、〔｡uしru:〕泥、

／ro／〔k`uﾄho:rro〕心、〔r０１，k，u:rd3u〕六十
上にしめしたように音節をとじる／ｒ／は標準語のり、ルに対応してあらわ

れるが、つぎの語例のように標準語のしに対応してあらわれることがある。

〔卜dIr〕どれ、〔ﾄ2ar〕あれ、〔'、k`ur〕これ、〔'､?ur〕それ、

〔War〕だれ、〔ju公dar〕よだれ、

音節をとじる／ｋ／／ｐ／／ｔ／／tl／が後続する有声子音の影響（逆行

同化）によって〔g〕〔b〕〔｡〕〔d3〕に変化する（たとえば〔sag可ra〕桜、
〔ﾄ2abrra〕油など）ことについては先にのべたが、それと逆に音節をとじる
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／ｋ／／ｐ／／ｔ／／ｔｊ／の影響によって後続する音節の／ｒ／が無声化、

あるいは半有声化することがまれにある。

〔sak可『a〕桜、〔'､zaprra〕油、〔'､gutjVja〕鯨、

その他の語例

／rf／〔zirrii:可sak〕移住者、

／海／〔mulTe:〕こじき、〔sl侭｡a:rre〕すだれ、〔juﾄｍａｋｒ密〕夕暮、

〔ji:可gurrij〕酔っぱらい、

／ra／〔'､makrra〕枕、〔marra:〕陰茎、〔ｍｅ:可rarbf〕若い娘、

〔gavras〕カラス、〔n㎡bii:rra〕ヘチマ、〔sak可ra〕桜、

〔ｍｉｉｔ可rarla〕珍しい、〔'､?abrra〕油、〔侭k`ubrra〕ふくらはぎ、

〔１，t`o:rra〕俵、〔ha1bii:rra〕蝶々、〔k`aﾄra:〕芋の葉、

〔k`urda:可、〕小皿、〔Ｚｕ１､ra:「t`!a〕壁、〔t'１１､ra:〕顔、

〔hun可darra〕大皿、〔k`aPwa:rra〕瓦、〔k'uITa:〕倉、

〔､a卜ha:rra〕半分、〔hwiiしra:〕箆、〔２㎡ra:〕うら、

／ro／〔ro:しsuk〕ろうそく、〔rop1'pjak〕六百、〔ｒｏ１ｋ,u:rd3u〕六十、

〔､11〕可guro〕妾、〔k`u侭ho:rro〕心、

／ru／〔'､rup1､rup〕犬の鳴き声、〔ｌｈｉｋ｢ru〕垢、〔jjrt'1u:しruk〕ひよめき、

〔jiしru:〕汁、〔tlaI'ru2〕桶（樽か)、〔rukIhin〕六人、

〔hu｢ru:ｉＴｉｋ〕風呂敷、〔侭hukrru〕袋、〔２urt`u:可rurla〕恐ろしい、

〔?uしru:〕珊瑚の砕けた小石、〔zu1､ru:〕喉

／ri／〔ｍaしri:〕尻、〔IPiprri〕ものもらい、〔nirgja:可？urri〕にがうり、

〔t`arri:〕陰嚢、〔2f'ri:〕錐、

／Ija／〔けrjam〕風、〔１t`Xprrja〕掌、〔'､t,litlrrja〕綱の一種、

〔hi腰rja:〕南京虫、〔侭gutlrrja〕鯨、〔卜k,ibrrja〕葱

〔Iiへrja:「ｂ§〕折（皮膚病)、〔?ik可可a''Ｓａｍ〕少ない、

／rjo／〔卜zulrrjo〕後ろ、〔nap1rjoPsam〕すべっこい、〔'､ji:rrjo〕ひも、

／rju／〔liし巾、〕脂身、〔d3i1､rju:〕炉（囲炉裏)、〔ji1､rjum〕坐る、
〔hu侭rjum〕降る、〔jirhe:しrjum〕焼ける、〔k，i似rjum〕切る、

〔hirrju:ｒｓａｍ〕広い
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／ｒ／〔jal'ｍor〕やもり、〔k`o:し、or〕コウモリ、〔ｍａ１'har〕碗、

〔mar可gurho〕おむつ、〔gaピmar〕ガジマル、Fnjar〕少し、

〔t'i【r可gjo〕井戸、〔t，ｍ'dar〕蝸牛、〔'､lur〕する、〔､i【しgur〕根、

〔liI'bur〕冬瓜、〔k`j1Tir〕キセル、〔jiしbar〕小便、

〔hiしd3ur〕稲光、〔Wjur〕一人、〔gatしmar〕ガジマル、
〔'ulUur〕踊り、〔t`unnar〕隣、〔ju1､dar〕よだれ、〔k,ir可hwe〕霧、

〔War〕二人、〔ju侭t`ar〕四人、〔k`uし、or〕窪み・穴、

〔k`amﾂnar〕雷、〔t'a卜k`er〕二回、〔ｍｉ１Ｗｂｒ〕三回、

〔ju卜k`散〕四回、〔narna:''k`§r〕七回、〔ｍｕﾄk`もr〕六回、

〔k`9rhol〕i'k`er〕九回、〔ｊａ１Ｗ歯〕八回、〔t`u:可koer〕十回、
〔偽?ｉｒｒｋ`i〕ふけ、〔ｍaしhar〕椀、〔norho:しgir〕のこぎり、

Ubur〕鞭、

音節をとじる位置にくる／ｒ／は、後続する子音フォネームの影響をうけて

同化（逆行同化）して、後続の子音と同じ音になることがある。

ｔ`u､可nju鳥が（＜侭t`ｕｒ鳥）

jirbat可t'rtb膀胱（＜ｌｉﾚbaｒ小便）
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注

(1)賭鈍方言のぱあい、ひびき音の喉頭化／非喉頭化の対立は半母音にかぎられているが、

北奄美大島方言には鼻音にもみられる。

〔?ｍa〕馬、〔2,i〕稲（飽郷町円）

また、沖縄北部の伊江島の方言には流音にも喉頭化／非喉頭化の対立がみられる。

〔?ra:〕あなた、〔?｢i:〕あなたたち（伊江村川平）

詳しくは生垣睦子1993を参照。

(2)沖縄本島北部の今帰仁村与那嶺方言にも喉頭／非喉頭の対立があるが、それは原則的に

語頭においてのみみられるもので、語中においては、明確な複合語を除いて、喉頭化し

た子音のみがあらわれ、その対立が解消されるようである。仲宗根政善著「沖縄今帰仁

方言辞典」（1983年角川曾店）参照。

(3)．ki・ｋｕ･tIi･tsuの子音ｋ，ｔｌが喉頭化するのは、後続する母音．ｉ・Ｕの音響管とし

ての効率の悪さから、当該方言で全体として呼気流量が減少したとき、すぐない呼気で

音を響かせるために、喉頭が緊張して閉鎖され、呼気の流失をおさえる制御作用ががお

こなわれたのではないかと思われる。

(4)haWo2（鳩)、ｋ`aしt'a：（肩）のように先行する母音が無声化していなくても、第二

音節目の子音が喉頭化することがある。これは、広母音ａと無声子音、特に摩擦音ｂ

やｓ、奥舌戦ロ蓋の破裂音kが結合する語頭の音節においてより多くの呼気が消費され

る傾向があり、③のぱあいに似た条件が形成されるために、第二音節目の破裂音が喉頭

化するのであろう。

(5)〔S:！〕〔t:tj〕をのぞく子音フオネームの口蓋音化／非口蓋音化の対立も中和される。

侭juk雪ｊｕＷｉｍ雪も

トｈｗａｋ箱ｂｗａ１Ｗｕｍ箱も

１，ｋ'uｋ釘ｋ１ｕ１､gim釘も

(6)sag-1raのｇは．kｕに対応するから、卜higrru,へ?ａｂｒｒａの有声音９，ｂがふるい形

を保存しているのではなく，後続の有声子音（流音）の影響で有声音化したものとみる

べきである。

(7)諸鈍方言に無声化した母音が存在しないわけではない。母音の無声化については前号１４

頁参照。

(8睦者が1993年９月に調査した鹿児島県揖宿郡穎娃町の方言も、閉音節構造の単語を多く

有する方言であるが、穎娃方言の閉音節をつくる子音のうち、破裂音は喉頭化する傾向

がつよく、〔k'〕〔t'〕であらわれる。これらの音節をとじる破裂音は外破がすぐなく、

気音があまり聞かれない。諸鈍方言で区別される音節をとじる〔tl〕〔しs〕〔t〕〔p〕が

穎娃方言ではすべて〔t,〕に統一され、音節をとじる〔k,〕との区別をのこすのみと
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なっている。以上のほかに音節をとじる子音には摩擦音〔S〕〔l〕、鼻音〔N〕がある。

諸鈍方言の音節をとじる／ｒ／に対応しては規則的に〔i〕があらわれる。

〔侭kut'〕口、〔｢it，〕指、〔rmjak，〕脈、〔侭ul〕牛、Ｕ､us〕臼、

〔jaN〕山羊、〔俗toi〕鳥

(9)前舌狭母音ｉと結合する口蓋音化した子音フオネームも、他の口蓋音化した子音フオ

ネームと同様に／bji／と表記すべきであろうが、これまでの慣例にしたがって／bi／

と表記する。

UCI「鋤音節、たとえば、ｋｊａという音節を３個のフォネームの連続とみなすことは困難で

あろう。それは、調音的にみたぱあい、勘音節における口蓋音化という要素は、子音

フォネームの他の要素と同時的であるからである。口蓋音化は子音の持続部のはじめに

おいて完成しているし、母音の持続部へむかっていく子音のでわたりの部分は同時に口

蓋音化が解消されていく過程であるからである。鋤音節の発音において、口蓋音化して

いる子音の持続部から母音の持続部へのわたりの運動は規範的な発音にあっても誇張さ

れた発音にあっても直線的であって、口蓋音化のための調音的なみねが子音の持続部よ

りもおくれておこることはない。このことは標準語、および鋤音節をもっているほとん

どの方言における勘音節の調音の特徴をなしている｡」以上の上村幸雄1978の定義は、

そのまま諸鈍方言の口蓋音化した子音フオネームを含む音節（鋤音節)、唇音化した子

音フォネームを含む音節（合拘音節）のぱあいにもあてはまるものである。

⑪この掬音節と直音節の関係は子音の口蓋音化の有り無しだけでなく、母音の音色もこと

なっている。〔９１:gi〕〔sr:li〕〔96:ge〕〔s§:le〕は子音の違いだけでなく、母音も前舌

母音であるか、中舌母音であるかという違いも含まれている。他のぱあい、たとえば、

標準語の〔ga:gja〕〔sa:la〕でも子音が口蓋音化していることにともない、母音を発

音するときの口の開き方に微妙なちがいを生じていることが上村幸雄1978に指摘されて

いる。

(uI奄美大島諸方言は、全体として古代ハ行子音の．ｐの摩擦音化が進行しているが、奄美

大島北端の笠利町佐仁（さに）の方言は奄美大島諸方言のなかで．ｐを保存する唯一の

方言で、まわりの方言と大きくことなり〈その他の特徴にも違いがみられる)、「言語の

島」となっている。（用例は「琉球列島諸方言の基礎語蕊の言語地理学的研究」所収。

笠利町佐仁の調査担当者・上村幸雄）

〔p'a〕歯、〔p,ａｒｂｆｒａ〕蝶、〔p'u〕帆、

〔Ｐ１ｕｒｍ〕船、〔P'Y〕屍、

また、佐仁では語頭の．ｋがｂに変化している。

〔xf〕木、〔hur〕米、〔huf:〕今日、〔ho〕皮

⑬この単語のぱあい子音の口蓋音化の程度は他の口蓋音化した子音フオネームと比較した
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ぱあい、口蓋音化の程度は顕著ではなく、口蓋音化しない子音フオネームにかなり近い

が、母音は前舌半広母音ｅである。前舌硬口蓋の子音ｒ,ｔ`,。,、が中舌母音蝿と結合

したぱあい、その母音の音色はｉやｅに似てくるが、両唇音ｐ,ｂ,ｍ,奥舌軟口蓋音k,，

ｋ`,ｇと中舌母音ii,ｂが結合したぱあいは、その中舌性は顕著である。このことからか

んがえると、Ｕ､pen〕のｐは口蓋音化した子音のグループに分類すべきものとおもわれ

る。！e,rIe,ｔ，le,ｄ３ｅを除く、他の子音と前舌狭母音ｅと口蓋音化した子音フオネー
ムとが結合してつくる音節（鋤音節）のぱあいも他の鋤音節とくらべると、口蓋音化の

程度は小さいようである。

09?aｐ~lpjum（遊ぶ）には２as可bjumというかわり語形がある。このかわり語形はて

いねいなゆっくりした発音のときにあらわれる。第一音節目の〔2as〕は。aｓｏに遡る

のではなく、閉音節化していることから゛asuにさかのぼるものとおもわれる。他の多

くの琉球諸方言の「遊ぶ」に対応する形についても同様である。

旧諸鈍方言の破擦音の破裂音化は、．t1,..3のような口蓋音化した破擦音にはおこってお
らず、．ts,。｡ｚのような口蓋音化していない破擦音におこったようである。

上村幸雄1989によると。ｔｓ＞t,．｡ｚ＞ｄのような破擦音の破裂音化は呼気の弱まり

によって生じるようである。

鯛沖縄本島北部方言、与論方言、沖永良部方言、喜界島方言などでは語頭の．ｋがｈに変

化するが、諸鈍方言（他の奄美大島の諸方言も含めて）では。ｋ＞ｈの変化は語中にの

み見られる現象である。

皮米木

和泊町国頭咳ho：ｈuしｍｉ：修hwi：

知名町久志検修ho：ｈｕｌｍｉ：腰hi8

与論町城「ho：ｍａｉ,､hi：

国頭村辺野喜しha：ｈｕｒｍｉ’hiZ

大宜味村大宜味村しha： ｈｕｒｍｉPhi：

⑰首里方言をはじめとする沖縄中南部方言の多くは口蓋音化した奥舌軟口蓋の破裂音

、kj,．gjが破擦音化してｔｎｄ３に変化しているが、諸鈍方言にはこの破擦音化がみら
れない。

〔tlu:〕今日、〔tjo:｡e:〕兄弟、〔Zitlun〕行く

〔nind3o:〕人形、〔kud3un〕漕ぐ（首里方言）
⑱北琉球方言の下位方言のなかには、この喉頭破裂音が音声としては存在しても音韻論的

な単位としてはみとめられない方言もある。しかし、かつては存在していたことが容易

に推定できるものである。糸満市糸満を中心にする沖縄本島南部の西側の地域、久米

島、座間味村阿嘉・慶留間、伊平屋島、伊是名島、沖縄本島北部の塩屋湾以北の地域、
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久高島の方言などがそういう方言である。

(191奄美大島北部方言（笠利町、飽郷町、名瀬市、住用村、大和村、宇検村）ではこの．ｋ

から変化した／ｈ／がざらに消失してしまう。

〔s§:〕酒、〔｡§:〕竹、〔t`o:〕蛸、〔na:〕中、

〔ji:ri〕ゑけり（男兄弟)、〔ｗｆ:〕桶、

I2Ci首里方言をはじめとする沖縄本島中南部、沖縄本島北部の諸方言では第一音節目のｍｉ，

ｍｕの母音が消失してはねる音が語頭にくることがあるが、諸鈍方言のｍｉ,ｍｕは第

二音節目以降にくるばあいにのみ音節をとじる／ｍ／になるようである。

首里諸鈍

・ｍｉｎｏ＞,Nnumiい､jo：蓑

・midzo＞,Nd3umi公njo：瀞
omUne＞，NnimiI､njo：胸

・mukaIi＞，NkalimuiWal昔
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唇音化した系列 唇音化も口蓋音化もしない系列

?ｗI 2Ｗ§ ２Ｗａ ?ｕ ２ｏ ２ａ

Ｗ１ ｗｅ ｗａ Ｗｕ ＷＯ

hｗｉ hｗｆ hｗｅ hｗａ hｕ hｏ hａ hｅ hｌ

k，ｗＹ k,ｗｅ k'ｗａ k,ｕ k'０ k，ａ k,§ k,ｆ

ｋＷｆ kｉｗｉｊ k１ｗａ Rｕ kｂ k`ａ k`色 k`I

ｇｗｌ gｗｅ gｗａ gｕ gｏ ｇａ gｅ 91

t,ｕ t，。 t，ａ t'6 t'１

t`ｕ t`０ tUa tで tＩＩ

dｕ do。 dａ dij ｡’

Ｓｕ sｏ ｓａ ｓｅ Ｓｌ

ｎｕ ｎｏ ｎａ ｎｅ 、1

ｒｕ ｒｏ rａ ｒｅ ｒｌ

pｕ pｏ ｐａ pｅ pｌ

bｕ bｏ bａ bｅ bＹ

lｎｕ ｍｏ ]、ａ lｎｅ 】Tm

－５６－



口蓋音化した系列

ｇｉ 2jｅ ?iａ ?jｏ
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(k'je）

(kje）

(gje）

(tTe）

(tie）

(d3e）

（!e）

(nje）

(rje）

(Pje）

(bje）

(mje）

hｉ hja hjo
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tTi tTa tlo fｌｕ

tTi tla tTo tTu

d3i d3a d3o d3u
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、1 、]ａ nJo ､、
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pｌ pJa p]ｏ p]ｕ
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